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〔巻末資料〕上相川地区に関する史料Ａ
　
鉱山集落上相川の成立
史料一慶長元
丙申
年
一、
佐渡鮎河、岩崎向 に銀涌上る
44444444444444
。
鮎河沢根始て市町と
444444444
成
4
。
今相川始は鮎河といふ
44
。
〔後略〕
（ 『撮要佐渡年代記』上巻）
史料二佐州海府之内
羽田村金山町当起
44444444
　
苅高
　
小前田主略ス
　
本
以上弐千五百拾九束苅
　
見以上九百五束
　
合三千四百弐拾
四束苅
　
此米弐拾八石七斗六升壱合六勺
　　　
慶長五年九月廿四日
　　　　　
彦左衛門印
　　 　　　　　　　　　　
中使孫左衛門殿
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料三相川銀山立始リ之事
　
一、相川銀山ハ慶長六辛丑年七月十
五日靏子間歩稼方之者三浦治兵衛渡部儀兵衛渡部弥治右衛門山伝ヒ海辺ヨリ相川ニ至リ今ノ濁川ヲ伝ヒ登リ清治ト大切山トノ間ニ有父ト云所ニ登リ湧上リヲ穿出多ク金銀ヲ得タリ第一六拾枚第二道遊第三割間歩三ヶ所 始トス又父ヨリ南ニ当リ三方大山ニテ囲ヒ中ニ タル高山アリ後ニ中山通リト云ハ是也本文ニ記
相川銀山立始慶長六辛丑年ト緒家
444444444444444
旧記ニ候得共慶長五子年羽田村竹算分水帳ニ金山町ト有之
44444444444444444444444444
其余下寺町銀山寺 元年仏具ニ金山町ト記是ヲ以相考ル
444444
慶長以前ヨリ金 ハ有之ト相見
　
〔後略〕
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料四慶長六辛丑年一
　
相川
　
初は鮎河と云
　
の内羽田村
　
今の羽田町也銀山始まりてよ
り百姓家は下戸村へ移る塩屋町にも塩畑ありて塩竈明神の社ありといふ
　
に
百姓家十五軒ありしか今年銀山始まり より
上相川間山な
444444
といふ所に小屋を作 他国のもの多く来 金銀山の稼をな
44444444444444444444444444
す是を山小屋と云しと也
此年上相川に大山祇の社を建て金
銀山の鎮守とす五十里上相川に番所を立るといふ
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料五相川府中開発之事
　
○相川元ハ海府羽田村之内金山町ト云
今ノ濁 筋ニ鮎有 依之其後惣名鮎川ト改或説ニ段々銀山
盛金水流鮎絶々ニ成相川ト改ルヨシ一説ニハ鮎ハ銀山ニハ不吉ニテ相川ト改ルトモ云
　
往古ハ人家モ無ク山林竹林茂
リ羽田村当時羽田町ニテ百姓家五六軒アリ今御陣屋敷地字半田ト云地ニハ御門前大井戸之所清水ヶ窪ト云勘四郎町字世林新五郎町ヨリ大工町北側元妙円寺境内字世ヶ窪大工町ハ字大工町間山
上相川字ひやう原糸原ト云各田畑ノ由然所
4444444444444444444
慶長六辛丑年銀山立始リ他国者大勢来リ銀山ノ稼所々ニテ
44444444444444444444444444
はへ木を伐是ヲ以穿立ニ住所ヲ拵稼所ニ変アラハ崩シ又稼
444444
所ニ立テ居住セリ是ヲ山小屋
其後人家定り府中に成事
ハ大久保石見守長安御支配ニ成慶長八卯年宗岡弥右衛門渡海靏子外山ノ陣屋ヲ相川ニ移シ長安翌辰年渡海此陣屋ニ移府中ニ開発シテ家来野田監物川村覚助 奉行ヲ定同心弐拾人抱○銀山立始り上相川間山開発ニ候哉其外ハ則住居之者ノ名ヲ以町ノ名トス庄右衛門町ハ 師大坂庄右衛門住居
　
〔後
略〕
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
　
※同様の記述が『佐渡風土記』巻之中にあり
史料六慶長九甲辰年一
　
相川銀山初りてより他國もの夥敷来り住居す町々の名
多くは住居の者の名を取て唱ふ〔中略〕
郷中より相川迄の
44444444
往還は鶴子澤より山越にてありし也
4444444444444444
今も其跡残れリ
〔後略〕
（ 『佐渡年代記』上巻）
Ｂ１
　
上相川の集落規模
史料七一、相川中往古家数並人数の義不分明に御座候。併故実者味噌屋町豊左衛門と申者
　
享保の末極老にて相果申候
　
の物語に、
以前辻八郎左衛門え豊左衛門相尋候は、
　
此八郎左衛門は当時横
尾六右衛門殿支配役人辻六右衛門其祖父留守居役相勤申候
　
往古繁昌の節
は相川中の人数八万 程も有之候由及承候段申候へば、八郎左衛門即答に夫は遥に後の事にて 。大昔は相川町中に三十弐万人余有之候段及挨拶候由 申之候。当時国中にて漸十 に不及人数にては繁昌の節たり も相川計の三十万人余は如何可有之哉と正偽の程 々無覚束存候義に御座候。然処私古書を以て相考候趣 、 治元戌年の中勘定
　
以前は中勘定と申事有之候
　
帳面に相川退転の体にて地子
御免の義町人度々訴訟申上、依之戌四月より地子一円御免の由有之候。但正月より三月迄三ヶ月分銀三貫百四十八匁
—
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二分に相見え候。是を以一ヶ年を積り候へば十二貫五百九十目余に見え申候。尤家数人別等は無之候に付、猶又十ヶ年前慶安二丑十一月分と有之、相川地子銀帳を見申候へば、上相川の分
　
上相川は別長にて此年分不見
　
相川六十七町
　
但横町
浜町等迄町敷に加へ候
　
此地子銀八百九十七匁八分六厘
　
外一匁
六分四厘上ヶ屋敷分と有之
　
此家数千六百五十九軒
　
外六軒上ヶ屋敷
　
に相見え候。
上相川は別帳故此年分の帳面不相見。依之
4444444444444444444
四年後慶安五辰年四月分地子銀帳上相川二十二町此地子銀
44444444444444444444444444
百六十六匁六分
44
　
外二分四厘上ヶ屋敷分と有之
4444444444444
　
此家数五百十三
4444444
軒
　
外一軒上ヶ屋敷と有之
4444444444
　
と有之を右に記し候。
4444444444
慶安二年の
高え差加へ全一ヶ月分に積り町数八十九町地子銀都合一貫六十四匁四分六厘。家数都合二千百七十二軒 相見え申候。右一ヶ月分の銀を一ヶ年に積り十 貫七百七十三匁五 二厘、但家一軒に付一ヶ年銀五匁八分八厘余平均に相当り候。是は慶安年中之積りニ御座候。此趣を以て往古繁花の節に引競候へば、慶長十八丑年相川地子銀高
　
家敷等は見江不
申候
　
九十一貫五百六十目余の由、其後段々相川繁昌に罷
成、元和四午年地子銀高百三十八貫二百六十一匁九分
　
外
一貫百十五匁三分相川上ヶ屋敷借賃と有之
　
と相見え候。但午年は閏
月有之候に付一ヶ月分割合十貫６ 五匁五分除之残百二十七貫六 二十六匁四分と相成申候。此高を前段に記し候慶安年中の家一軒一ヶ年の地子積り五匁八分 厘を以て平均 へば、元和四年の家数凡二万千七百軒余と相見え申候。是を以て家一軒に人数 人宛と相積り候へば三十二万五千五百人余に相当り候。尤一軒に十五人平均 多き積りの様に候へ共、諸士の部にも相記し候通り正保、慶安の頃迄も役人の手前に下人多く抱へ一人の家内に二十人計も有之者多く候へば、増 元和年中抔は宜敷町人共の内には二三十人は抱候の義に奉存候間、前段に申上 辻八郎左衛門、豊左衛門え三十二万人程と相答候に符合仕候哉と奉存候。但在々地子銀は元和四午年分三十三貫四百五十七匁一分、屋敷年貢と前段に地方の部に有之 ば 相川地子に紛れ候義は無御座候。併三十万人の飯米過分の義にて其節の地方二万千石余の分にては一ヶ月の飯米にも届申間敷候。但右午年年分の帳面に銀六十四貫目余、越後米佐州え参り 役銀と有之候へ共 此元米の分にても是又中々及申間敷候。然は相川四ヶ所の番所
　
其節下戸番所は無之候
　
在々
五ヶ所
　
沢根小木赤泊松ヶ崎夷
　
午年の十分一
　
入御役銀の義十分
一と唱へ申候
　
銀都合四百五貫六百七十九匁一分と相見え候。
此内にも他国米入役籠 有之候哉。又は右越後米 外 無
役にて成とも他国より米買入候哉、旁以飯米の一件不分明に奉存候。且又右十分の一の内大間番所は百八十四貫目余、羽田番所は五十四貫七百目余何れも他国より諸色買入候御役銀に御座候。其外相川中小役銀九十八貫七百目余に相見え候。如此運上差上諸色買入候時節故、商家の賑ひ至て繁花の風俗中々当時の管見を以 愚察にも難及世柄に御座候。且又延宝二寅年曽根五郎兵衛殿江戸より佐州広間役え被遣候御用状に、相川中飯米一日 百石宛の積 にては、去年より只今まで米にて納り候高 万五千九百七十七石九斗九升有之候。此分にても相川中にて来る四五月中迄の飯米可有之と被存 其上当夏他国米少宛も参り候はゞ手支申間敷候由の御紙面に候。慶安年中地子銀帳の趣にて 、此節も家数二千軒余と相見え 間、右一日に百石積り相当と存候。往古地子銀高格別多く に引合候ては、返々飯米の積り不分明に奉存候。一、相川町並も寛永六七年に至り、一丁目より下戸町まで町割出来、正保二酉年羽田町札の辻よ 海府番所迄の町割出来候由古書に有之 但元和年中の相川地子銀等 趣を以て相察 処、往古は一向銀山近辺の居住を第一に仕候て下通には銀山手寄無之者計り居住故町並も遅く出来候哉、去程に
上相川千軒、北沢千軒抔と申伝候南沢、北沢は買石
44444444444444444444444
の者多く住居の所と承候
44444444444
。是は水の手宜き故に候哉、且往
古淡路と申大買石 者北沢に罷在、銀山より鏈を買い下け候勝手に依り、当時の弥十郎町より北沢え通路の坂 開き　
当時も淡路坂と唱へ申候
　
数百金の地代を屋敷主え相渡候旨申
伝候。是は鏈持人の賃銭格別違候に付、当分地代を出し候ても年を歴候ては其費も補ひ候義故、如此目論見候由に御座候。勘四郎町、大阪町、東次助町、小沢、泉沢、諏訪町沢、庄右衛門後町、庄右衛門町沢、清右衛門町後町、下戸炭屋後町抔と申所に当時は一向人家無御座候。
上相川二十
44444
二町抔は猶以多分明屋敷に相成
444444444444444
。其外元和の頃は南沢の
上大沢の辺富士権現の辺、或は関東平向山平の方にも人数多く有之。増て銀山の方は当時人家無之深山迄も以前住居の古名申伝候ヶ所とも御座候。其後山手の不景気に随ひ下町賑ひ候方に相成候義古今盛衰の変 奉存候。　　　
追
　
加
当時上相川の間に□に家数三十八軒に相成
4444444444444444444
、其外間山庄右
衛門町、次助町、六右衛門町、南沢辺抔明屋敷出来候へ共、下町え至り候ては以前有徳の者多分潰れ其大家を日雇取小商人抔え切売に致し竃数相増、以前廻船囲場に致候羽
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田町浜地に家並出来、二丁目、三丁目、下戸町の大浜町は以前片側の処両側家並に相成、北沢は享保の洪水にて両側共家作押流し、北側計追々人家出来候処、文政七申年新帯刀坂御切開き多年塞り居候淡路坂も、翌年御取開相成候に付、南側えも家並出来、勘四郎町えも家並出来致し竃数人別相増候者銀山不盛にて薄鏈多く掘出金銀の高を成し候故、人歩余計相掛り候に付小前の者の 相成候義 て、是亦宝暦の頃と当時との盛衰の変に御座候 元禄の度一国検地の節相川町検地帳の跋文に、屋敷の義末々随銀山盛衰町々上中下の品可相究、先此度は一同の石 付致置者也と有之御尤なる御取極に御座候。（ 「佐渡四民風俗」 『佐渡叢書』十巻）史料八寛永六己巳年一
　
陣屋下通りの町割を
　
〔中略〕
　
但相川の町数七十二町
に新地を加へて八十町なり
上相川にも山の神外記町鍛冶町
44444444444444
番屋町鍛冶澤町本町田町小右衛門町彌左衛門相川町九郎左
44444444444444444444444444
衛門町柄杓町同裏 茶屋町上床屋町奈良町岩崎町會津
444444
郎左 後町外記裏町鍛冶裏 田町後 新境澤なと云町々
444444
あり
と聞ゆ
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料九慶長九甲辰年一
　
山崎町は今の會津町の事なれ共其古老の物語には
慶長
44
のころ山崎町と云しは今の上相川茶屋坂の邊を山崎町とい
44444444444444444444444444
ふて繁昌なりしを寛永の頃にもありけん今の會津 へ移し
444444
て山崎町と云し
と也
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料一〇　（欠年） 「相川町々書上げ帳」　（表紙）
 
　
相川町々書上
上
　
相
　
川
　　
 上相川ハ、十六丁惣名ナリ、山之神町・鍛冶町・田町・弥左衛門町・九郎左衛門町・同裏町・上床屋町・外記町・番屋町・本町・小右衛門町・相川町・柄杓 茶屋町・奈良 、以上
山崎町
　　　　
 茶屋平ノ出崎ノ由、今ノ会津 ヲ先年山崎町ト言ヘリ
松入町
　　　　
 或家ノ記ニ上相川松入町某トアリ、其ノ実跡知レズ
七軒町
　　　　
 越中庄右衛門一棟ニ家七軒ヲ立続ク、仍テ七軒町ト言フ、実跡知レズ
尾張町
　　　　
九郎左衛門町ノ沢
岩崎町
　　
茶屋平ノ下
山之神町
　　　
 町長サ七十六間、御陣屋迄十九丁十四間三尺五寸、元禄七年戌検地、畑五畝九歩・屋敷 反壱畝十二歩
鍛冶沢
　　　　
 町長サ七十五間、御陣 迄廿丁廿二間三尺五寸、元禄検地
　
畑壱反六畝十三歩・町
屋敷三反三畝壱歩
鍛冶沢裏町鍛冶町
　　　　
 町長サ七十五間、御陣屋迄 七丁十四間三尺五寸、元禄検地
　
畑七畝五歩・町屋敷五反
七畝 歩 先年他国ヨリ鍛冶多ク来リ、此所ニ住居ス、銀山入用ノ細工ヲス 是、町鍛冶ト言、鍛冶沢ノ鍛冶ヲ沢鍛冶ト言ヘリ
田町
　　　　　
町長
　
廿七間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十八丁廿九間三尺
　　
町屋敷
　
一反八畝廿七歩
　　
　　 　　　
畑
　
二畝三歩
田町裏町弥左衛門町
　　
町長
　　
卅七間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十七丁卅間五尺三寸
　　
町屋敷
　
二反七歩
九郎左衛門町
　
町長
　　
九十七間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十七丁五尺五寸
　　
下
　
畑
　
廿八歩
同裏町
　　　　
町長
　
（記載なし）
　　　　　　　
畑
　　　
七畝歩
　　
町屋敷
　
一反一 五歩
上床屋町
　　　
町長
　　
六十九間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十五丁五間三尺五寸
　　
町屋敷
　
四反五畝一歩
　　 　　　
畑
　
三歩
外記町
　　　　
町長
　　
十五間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十五丁十六間三尺五寸
　　
町屋敷
　
九畝廿六歩
番屋町
　　　　
町長
　　
十五間
—
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御陣屋迄
　
十七町十五間五尺五寸
　　
町屋敷
　
一反二畝十五歩
　　 　　　
畑
　
一畝廿四歩
本町
　　　　　
町長
　　
三十間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十七丁五尺五寸
　　
町屋敷
　
三反二畝廿四歩
　　 　　　
畑
　
二畝三歩
小右衛門町
　　
町長
　　
六十七間
　
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十五丁五十三間五尺五寸
　　
町屋敷
　
三反八畝三歩
相川町
　　　　
町長
　　
五十一間二尺
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十五丁二間三尺五寸
　　
町屋敷
　
四反五畝廿六歩
勺瓢町
　　　　
町長
　　
十五間
　　　　　　　
御陣屋迄
　
十五丁卅間三尺五寸
　　
町屋敷
　
一反一畝十二歩
　　 　　　
畑
　
一反四畝二歩
　　
先年此所遊女町ノ事、水金町ノ部ニ記ス
茶屋町
　　　　
町長
　
（記載なし）
　　　　　　　
町屋敷
　
二反四畝十一歩
　　
畑
　
五畝一歩
　　
 此処ヨリ茶屋坂迄昔銀山盛ノ時、茶屋ヲ立テ飲食ヲ商フモノ多カリシ故、茶屋坂ト言フトゾ
　　　
土ノ橋
　
公儀ヨリ御修復ナリ
奈良町
　　　　
町長
　
（記載なし）
　　　　　　　
畑
　
五畝廿一歩
　　
町屋敷
　
二反二畝廿五歩
（ 『佐渡相川志』 ）
史料一一「元禄七年五月
　
相川町田畑屋敷検地帳」
　　　
番
　　
屋
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
西
　
側
　　　
四×四
　　　
屋敷
　　　
一六
　
仁
 
兵
 
衛
同
　　 　　
八×八・五
　　
同
　
一
　
二二
　
惣右衛門
同
　　
一〇×三
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
五
 
郎
 
助
同
　　
七・五×二
　　
同
　　
一五
　
太右衛門
東
　
側
　　
一四×三・五
　　
同
　
一
　
一九
　
権
 
兵
 
衛
同
　　 　　
九×四
　　　　
同
　
一
　　
六
　
藤
 
兵
 
衛
同
　　 　
四×四
　　
同
　　
一六
　
ま
　　
さ
同
　　　　　
九×四
　　　　
同
　
一
　　
六
　
惣左衛門後家
同
　　
六×三
　　
同
　　
一八
　
三右衛門後家
同
　　 　
九×五
　　
同
　
一
　
一五
　
清
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×六
　　
同
　
一
　
一二
　
巳
 
之
 
助
丹波沢
　　　
五×三
　　
下々畑
　　
一五
　
惣右衛門
同
　　　　　
六×四
　　
同
　　　
二四
　
同
　　
人
長
　
沢
　　　
五×二
　　
同
　　
一〇
　
同
　　
人
丹波谷
　　
三×一・五
　　
同
　　
五
　
惣右衛門
同
　　　　　
五×四
　　　
屋敷
　　
二〇
　
伊
 
兵
 
衛
　　　　
右之寄
　　
下々畑
　
一畝二四歩
　　
屋
　
敷
　
一反二 一五
　　
畑屋鋪
　
合一反四畝九歩
　　　
小
 右
 衛
 門
 町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　
六・五×五・五
　
屋敷
　
一
　　
六
　
甚
 
兵
 
衛
同
　　 　　
六×二
　　　　
同
　　
一二
　
同
　　
人
同
　　
一〇×四
　　
同
　
一
　
一〇
　
茂
　　
七
同
　　
一〇×四・五
　　
同
　
一
　
一五
　
同
　　
人
同
　　 　
九×三
　　　　
同
　　
二七
　
吉右衛門
同
　　
四・五×二
　　
同
　　
九
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×四
　　
同
　
一
　
一〇
　
半左衛門
同
　　 　
七×二・五
　　
同
　　
一八
　
久右衛門
同
　　 　
九×三・五
　　
同
　
一
　　
二
　
七
 
兵
 
衛
同
　　 　
九×二
　　　　
同
　　
一八
　
市
 
兵
 
衛
同
　　
九・五×五・五
　　
同
　
一
　
二二
　
伊左衛門
同
　　
八・五×二
　　　　
同
　　
一七
　
儀
 
兵
 
衛
同
　　 　
九×二・五
　　
同
　　
二三
　
五
 
郎
 
助
同
　　 　
九×四
　　　　
同
　
一
　　
六
　
佐次兵衛
同
　　
一二×三
　　
同
　
一
　　
六
　
長左衛門
北
　
側
　　　
三×三
　　
同
　　 　
九
　
九
 
兵
 
衛
同
　　
八・五×六
　　
同
　
一
　
二一
　
七右衛門
同
　　
一四×六
　　
同
　
二
　
二四
　
喜左衛門
同
　　
一三×八
　　
同
　
三
　
一四
　
八
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×四
　　
同
　
一
　　
二
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　
七・五×四
　　
同
　
一
　　
〇
　
喜
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×三・五
　　
同
　　
二八
　
惣兵衛後家
同
　　
五・五×四
　　　　
同
　　
二二
　
惣右衛門
同
　　
五・ ×二
　　
同
　　
一一
　
同
　　
人
—
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同
　　　　　
六×二
　　　　
同
　　　
一二
　
伝兵衛後家
同
　　
六×二
　　
同
　　
一二
　
石
　　
松
同
　　
五・五×三
　　
同
　　
一七
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　 　
三×四
　　
同
　　
一二
　
仁右衛門
同
　　 　
八×二・五
　　
同
　　
二〇
　
久右衛門
同
　　 　
六×二・五
　　
同
　　
一五
　
七
 
兵
 
衛
同
　　
一二×二
　　　　
同
　　
二四
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　
一二×四
　　
同
　
一
　
一八
　
市郎兵衛
同
　　
一二× ・五
　　
同
　
一
　　
〇
　
同
　　
人
同
　　
一二×三・五
　　
同
　
一
　
一二
　
庄左衛門
同
　　
一二×四・五
　　
同
　
一
　
二四
　
同
　　
人
同
　　
一〇×四・五
　　
同
　
一
　
一五
　
武
 
兵
 
衛
　　　　
右之寄
　　
屋
　
鋪
　
合三反八畝三歩
　　　
相
　　
川
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　
八・五×四
　　　
屋敷
　
一
　　
四
　
惣
 
兵
 
衛
同
　　
五・五×四・五
　　
同
　　
二五
　
同
　　
人
同
　　
七・ ×六
　　　　
同
　
一
　
一五
　
市左衛門
同
　　
七・五×二
　　
同
　　
一五
　
孫兵衛後家
同
　　
七・五×二
　　
同
　　
一五
　
仁右衛門
同
　　
一一・五×三
　　
同
　
一
　　
五
　
半
 
四
 
郎
同
　　 　
六×五
　　
同
　
一
　
〇〇
　
伝右衛門
同
　　 　
六×四・
　　
同
　　
二七
　
甚
 
兵
 
衛
同
　　 　
九×二・五
　　
同
　　
二三
　
伊
 
兵
 
衛
同
　　 　
九×二・五
　　
同
　　
二三
　
同
　　
人
同
　　 　
九×二・五
　　
同
　　
二三
　
清右衛門
同
　　
一四×三
　　　　
同
　
一
　
一二
　
喜左衛門
同
　　
一四×三
　　
同
　
一
　
一二
　
同
　　
人
同
　　
一四×三
　　
同
　
一
　
一二
　
同
　　
人
同
　　 　
五×四
　　
同
　　
二〇
　
善兵衛後家
同
　　
一五・五×四・五
　　
同
　
二
　
一〇
　
仁
 
兵
 
衛
北
　
側
　　
二〇×五・五
　　
同
　
三
　
二〇
　
同
　　
人
同
　　 　
一九×四・
　　
同
　
二
　
二六
　
勘右衛門
同
　　
一七・五×三
　　　　
同
　
一
　
二三
　
甚
 
兵
 
衛
同
　　
一七・五×三
　　
同
　
一
　
二三
　
勘
 
兵
 
衛
同
　　
一九×四
　　
同
　
二
　
一六
　
安
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×二
　　
同
　　
二〇
　
惣
　　
吉
同
　　
三〇×七
　　
同
　
七
　　
〇
　
長
 
兵
 
衛
同
　　　　
一二×五・五
　　
同
　
二
　　
六
　
三右衛門
同
　　
一二×三
　　　　
同
　
一
　　
六
　
惣
 
兵
 
衛
同
　　
一二× ・五
　　
同
　
一
　　
〇
　
長左衛門
同
　　
一二×
　　　　
同
　　
二四
　
忠
 
兵
 
衛
同
　　
一一・五×三
　　
同
　
一
　　
五
　
治右衛門
同
　　
一一×二
　　
同
　　
二二
　
長三郎後家
同
　　
九・五×三
　　
同
　　
二九
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×二・五
　　
同
　　
一五
　
九
 
兵
 
衛
　　　　
右之寄
　　
屋
　
敷
　
合四反五畝二六歩
　　　
茶
　　
屋
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　　
九×二・五
　
屋敷
　　　
二三
　
半左衛門後家
北
　
側一〇・五×六・五
　　
同
　
二
　　
八
　
三
 
光
 
院
同
　　 　　
五×三
　　　
上畑
　　
一五
　
同
　　
人
南
　
側一一・五×六・五
　
屋敷
　
二
　
一五
　
卜
　　
心
同
　　 　　
八×六
　　　
上畑
　
一
　
一八
　
妙
 
音
 
寺
同
　　
一四×六
　　
屋敷
　
二
　
二四
　
同
　　
寺
同
　　 　
五×二
　　
中畑
　　
一〇
　
同
　　
寺
同
　　 　
七×一・五
　　
同
　　
一一
　
同
　　
寺
同
　　 　
三×一・五
　　
同
　　
五
　
同
　　
寺
同
　　
五・五×四
　　　
屋敷
　　
二二
　
善吉後家
同
　　 　
八×三
　　
同
　　
二四
　
甚
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×五
　　
上畑
　
一
　　
五
　
同
　　
人
同
　　 　
五×三
　　
屋敷
　　
一五
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　
四・五×三
　　
上畑
　　
一四
　
同
　　
人
同
　　
五・五×二
　　
屋敷
　　
一一
　
弥三兵衛後家
同
　　
五・ ×二
　　
同
　　
一一
　
喜右衛門後家
同
　　 　
八×七・五
　　
同
　
二
　　
〇
　
長
　　
吉
同
　　 　
六×四
　　　　
同
　　
二四
　
勘
 
九
 
郎
同
　　 　
四×二
　　
中畑
　　
八
　
万
 
宝
 
院
同
　　
二・五×二
　　
同
　　
五
　
同
　　
人
同
　　
一〇・五×八
　　
屋敷
　
二
　
二四
　
上やしき
同
　　
一〇・五×八
　　
同
　
二
　
二四
　
同
北
　
側一〇・五×八
　　
同
　
二
　
二四
　
同
同
　　
五・五×四
　　
同
　　
二二
　
同
同
　　 　
九×三・五
　　
同
　
一
　　
二
　
同
南
　
側
　
五・五×二・五
　　
同
　　
一四
　
同
　　　　
右之寄
—
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上
　
畑
　
三畝二二歩
　　
中
　
畑
　
一畝九歩
　　
屋
　
敷
　
二反四 一七歩
　　
畑屋敷
　
合二反九畝一八歩
　　 　　　　　
〔中略〕
　　　
柄
　　
杓
　　
町
　　 　　
縦間
　
横間
　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　
二四×二
　　　
屋敷
　
一
　
一八
　
法
 
花
 
寺
同
　　 　
二四×二
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
寺
同
　　
二四×二
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
寺
同
　　
二四×二
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
寺
同
　　
二四×二
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
寺
同
　　 　
八×三
　　
同
　　
二四
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×二
　　
同
　　
一六
　
同
　　
人
同
　　 　
八×四
　　
同
　
一
　　
二
　
法
 
花
 
寺
同
　　 　
七×二
　　
同
　　
一四
　
喜左衛門
同
　　
一二×三
　　
中畑
　
一
　
一〇
　
庄
 
兵
 
衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　
内入四歩
同
　　　　　
八×二
　　　　
同
　　　
一六
　
万
 
宝
 
院
同
　　
一三×四
　　
上
　
畑
　
一
　
二二
　
法
 
花
 
寺
同
　　 　
五×一〇
　　　
同
　
一
　
二〇
　
同
　　
寺
同
　　 　
五×二
　　　　
同
　　
一〇
　
同
　　
寺
同
　　
一〇×三
　　
下々畑
　
一
　　
〇
　
久右衛門
同
　　
一〇×二・五
　
中畑
　　
二五
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×三
　　　
上畑
　　
一八
　
伝右衛門
同
　　
一一×二
　　
中畑
　　
二二
　
法
 
花
 
寺
同
　　 　
八×二
　　
屋敷
　　
一六
　
同
　　
寺
同
　　 　
六×四
　　
中畑
　　
二四
　
同
　　
寺
同
　　 　
五×一
　　
下畑
　　
〇五
　
三
 
光
 
院
同
　　
一五×六
　　
中畑
　
三
　
〇〇
　
同
　　
寺
同
　　 　
八×五
　　
同
　
一
　
一〇
　
同
　　
寺
　　　　
右之寄
　　
上
　
畑
　
四畝一〇歩
　　
中
　
畑
　
八畝一七歩
　　
下
　
畑
　
五歩
　　
下々畑
　
一畝歩
　　
屋
　
敷
　
一反 一二歩
　　
畑屋敷
　
合二反五畝一四歩
　　　
堺
　　　
沢
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　
一四×七
　　　
屋敷
　
三
　　
八
　
妙
 
法
 
寺
同
　　
一三・五×五
　　
同
　
二
　　
八
　
法
 
久
 
寺
　　　　　　　　　 　
 反
　
畝
　
 歩
同北沢側
　
四二×二八
　　　
同三
　
九
　
六
　
同
　　
寺
ひしやく
　
二×一
　　
下々畑
　　　
〇二
　
法
 
花
 
寺
同
　　　　　
三×一
　　
同
　　
〇三
　
同
　　
寺
同
　　
五×
　　
同
　　
一五
　
同
　　
寺
　　　　　　　　　　　
 反
　
畝
  歩
同
　　　　
二六×一六
　　
中畑一三
　
二六
　
興
 
禅
 
寺
同
　　
一二×四
　　　　
同
　
一
　
一八
　
妙
 
法
 
寺
同
　　 　
一×一
　　
上畑
　　 　
一
　
興
 
禅
 
寺
同
　　 　
一×
　　
同
　　
一
　
同
　　
寺
同
　　
二一×七
　　
下畑
　
四
　
二七
　
妙
 
法
 
寺
同
　　
一九×九
　　
同
　
五
　
二一
　
同
　　
寺
同
　　 　
三×三
　　
上畑
　　 　
九
　
同
　　
寺
　　　　
右之寄
　　
上
　
畑
　
一畝六歩
　　
中
　
畑
　
一反五 一四歩
　　
下
　
畑
　
一反 八歩
　　
下々畑
　
二〇歩
　　
屋
　
敷
　
四反四畝二二歩
　　
畑屋敷
　
合七反二畝二〇歩
　　　
鍛
　　
冶
　　
沢
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
かち沢
　　　
八×七
　　　
下畑
　
一
　
二六
　
権
 
兵
 
衛
同
　　　
五・五×二
　　
同
　　
一一
　
玄
 
光
 
院
同
　　
三×一
　　
同
　　
三
　
権
 
兵
 
衛
同
　　
一五×五
　　
屋敷
　
二
　
一五
　
弥市右衛門
山ノ内
　　　
六×四
　　
上畑
　　
二四
　
喜左衛門後家
同
　　　　　
六×五
　　
同
　
一
　　
〇
　
五右衛門
同
　　
三・五×二・五
　　
同
　　 　
九
　
同
　　
人
同
　　 　
二×二
　　　
下畑
　　
四
　
右
　　
京
同
　　 　
四×
　　
下畑
　　
八
　
同
　　
人
同
　　 　
六×五
　　
屋敷
　
一
　　
〇
　
五右衛門
同
　　 　
六×
　　
同
　
一
　　
六
　
喜左衛門後家
同
　　 　
九×八
　　
同
　
二
　
一二
　
三右衛門
かち沢
　　　
八×七
　　
上畑
　
一
　
二六
　
佐
 
兵
 
衛
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同
　　　　
一六×九・五
　
屋敷
　
五
　　
二
　
権
　　
助
同
　　
七×四
　　　　
同
　　
二八
　
長左衛門
同
　　
八・五×八
　　
同
　
二
　　
八
　
市左衛門
同
　　 　
六×四
　　
同
　　
二四
　
三右衛門
山ノ内
　　　
三×二
　　
下畑
　　
六
　
長左衛門
同
　　　　　
七× ・五
　
中畑
　　
二五
　
市左衛門
同
　　
一二・五×三・五
　
屋敷
　
一
　
一四
　
長左衛門
鍛冶沢
　　　
九×三
　　　
下畑
　　
二七
　
権
　　
助
同
　　　　
一四×七・五
　　
同
　
三
　
一五
　
権
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×三
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
権
　　
助
山ノ下
　　　
三×一
　　
同
　　 　
三
　
同
　　
人
同
　　　　　
六×
　　
同
　　
一八
　
大
 
光
 
院
同
　　
一三×六
　　
同
　
二
　
一八
　
同
　　
寺
鍛冶沢
　　
一一×四
　　
屋敷
　
一
　
一四
　
上
 
屋
 
敷
同
　　　　
一〇×三・五
　　
同
　
一
　　
五
　
同
　　
断
同
　　
八×九
　　　　
同
　
二
　
一二
　
同
　　
断
同
　　 　
七×六
　　
同
　
一
　
一二
　
同
　　
断
同
　　
四・五×六・五
　　
同
　　
二九
　
同
　　
断
同
　　 　
六×五
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
同
　　
断
同
　　
三・五×三
　　
同
　　
一一
　
同
　　
断
同
　　
六・五×四
　　
同
　　
二六
　
同
　　
断
同
　　 　
四×三・五
　　
同
　　
一四
　
同
　　
断
同
　　 　
六×
　　　　
同
　　
二四
　
同
　　
断
同
　　
七・五×六
　　
同
　
一
　
一五
　
同
　　
断
同
　　
一二×七・五
　　
同
　
三
　　
〇
　
同
　　
断
　　　　
右之寄
　　
上
　
畑
　
三畝二九歩
　　
中
　
畑
　
二五歩
　　
下
　
畑
　
一反一畝一九歩
　　
屋
　
敷
　
三反三畝 歩
　　
畑屋敷
　
合四反九畝一四
　　　
鍛
　
冶
　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　　
九×六
　　　
屋敷
　
一
　
二四
　
助左衛門
同
　　
九・五×七・五
　　
同
　
二
　
一一
　
同
　　
人
同
　　
九・五×三
　　　　
同
　　
二九
　
覚
 
兵
 
衛
同
　　
六・五×三・五
　　
同
　　
二三
　
惣
 
兵
 
衛
同
　　 　
五×四
　　　　
同
　　
二〇
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×四
　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
人
同
　　　
九・五×二
　　　　
同
　　　
一九
　
伊左衛門
同
　　
九・五×二
　　
同
　　
一九
　
同
　　
人
同
　　
九・五×二・五
　　
同
　　
二四
　
同
　　
人
同
　　
一一×三・五
　　
同
　
一
　　
九
　
半軒役熊之助
同
　　
一一×三
　　　　
同
　
一
　　
三
　
半軒役伊兵衛
同
　　
一一・五×四
　　
同
　
一
　
一六
　
権
 
四
 
郎
同
　　
一一×二・五
　　
同
　　
二八
　
は
　　
る
同
　　
一〇・五×四・五
　　
同
　
一
　
一七
　
佐次兵衛
同
　　
一一×五
　　　　
同
　
一
　
二五
　
新左衛門
同
　　
一一×三・
　　
同
　
一
　　
九
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　
一二×五・五
　　
同
　
二
　　
六
　
四
 
兵
 
衛
同
　　
一四・五×四・五
　　
同
　
二
　　
五
　
万
 
宝
 
院
南
　
側
　　　
七×三
　　　　
同
　　
二一
　
又
 
兵
 
衛
同
　　 　
一八×五
　　
同
　
三
　　
〇
　
藤右衛門
同
　　
一二×四
　　
同
　
一
　
一八
　
権
 
兵
 
衛
同
　　
一八×五
　　
同
　
三
　　
〇
　
三
 
十
 
郎
同
　　
一七・五×四・五
　　
同
　
二
　
一九
　
庄
　　
吉
同
　　
一六×四
　　　　
同
　
二
　　
四
　
弥次右衛門
同
　　
一六×
　　
同
　
三
　　
六
　
弥次兵衛
同
　　
九・五×三・五
　　
同
　
一
　　
三
　
市
 
兵
 
衛
同
　　
一五×三
　　　　
同
　
一
　
一五
　
宇
 
兵
 
衛
同
　　
一四×四
　　
同
　
一
　
二六
　
同
　　
人
同
　　
一六×二
　　
同
　
一
　　
二
　
喜左衛門
同
　　
一五×三
　　
同
　
一
　
一五
　
宇
 
兵
 
衛
同
　　
一二×二・五
　　
同
　
一
　　
〇
　
惣
 
兵
 
衛
同
　　
一〇・五×三
　　　　
同
　
一
　　
二
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　
一一×三
　　
同
　
一
　　
三
　
徳
 
兵
 
衛
同
　　
一二×三
　　
同
　
一
　　
六
　
助左衛門
同
　　
一三×四
　　
同
　
一
　
二二
　
徳
 
兵
 
衛
同
　　
一二×
　　
同
　
一
　　
六
　
次郎兵衛
同
　　
一六×五・五
　　
同
　
二
　
二八
　
三右衛門
同
　　
一四・五×八
　　
下々畑
　
三
　
二六
　
地
 
蔵
 
寺
同
　　 　
六×二
　　
同
　　
一二
　
三右衛門
同
　　 　
五×二
　　
同
　　
一〇
　
同
　　
人
同
　　 　
二×一
　　
同
　　
二
　
同
　　
人
同
　　 　
五×三
　　
同
　　
一五
　
同
　　
人
同
　　 　
五×二
　　
同
　　
一〇
　
同
　　
人
同
　　 　
四×二
　　
同
　　
八
　
同
　　
人
同
　　 　
三×一・五
　　
同
　　
五
　
は
　　
る
同
　　
一〇×一
　　　　
同
　　
一〇
　
権
 
兵
 
衛
—
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同
　　　　　
六×二
　　　　
同
　　　
一二
　
同
　　
人
同
　　
四×二
　　
同
　　
一五
　
同
　　
人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
内七歩入
　　
右之寄
　　
下々畑
　
七畝五歩
　　
屋
　
敷
　
五反
　　
畑屋敷
　
合六反四畝一〇歩
　　　
田
　　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　
一四×二・五
　
屋敷
　
一
　　
五
　
万
 
宝
 
院
同
　　 　
一二×三・五
　　
同
　
一
　
一二
　
多
 
兵
 
衛
同
　　
一一・五×三・五
　　
同
　
一
　
一〇
　
長右衛門後家
同
　　
九・五×三
　　　　
同
　　
二九
　
惣兵衛後家
同
　　
八・五×八
　　
同
　
二
　　
八
　
妙
　　
善
北
　
側
　
六・五×六
　　
屋敷
　
一
　　
九
　
庄助後家
瀧の上
　　
五×四・五
　
中畑
　　
二三
　
伝
 
兵
 
衛
南
　
側
　　
一二×二・五
　
屋敷
　
一
　　
〇
　
六
 
兵
 
衛
同
　　 　
一〇×五
　　　　
同
　
一
　
二〇
　
賢
 
光
 
院
同
　　
一〇×二・
　　
同
　　
二五
　
長
　　
助
同
　　 　
五×二
　　　
下畑
　　
一〇
　
伝
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×四
　　
屋敷
　
一
　
一〇
　
同
　　
人
同
　　 　
八×四・五
　　
同
　
一
　　
六
　
長
 
次
 
郎
同
　　 　
八×三・五
　　
同
　　
二八
　
弥
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×三・五
　　
同
　　
二八
　
喜兵衛後家
同
　　
一一×七
　　　　
同
　
二
　
一七
　
勘
 
兵
 
衛
丹波平
　　
一〇×三
　　
下々畑
　
一
　　
〇
　
賢
 
光
 
院
　　　　
右之寄
　　
中
　
畑
　
二三歩
　　
下
　
畑
　
一〇歩
　　
下々畑
　
一畝歩
　　
屋
　
敷
　
一反八 二七歩
　　
畑屋敷
　
合二反一畝歩
　　　
山
　　
神
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　
一八×三・五
　
屋敷
　
二
　　
三
　
仁
 
兵
 
衛
同
　　 　　
八×四
　　　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
人
同
　　 　
九×五
　　
同
　
一
　
一五
　
佐次右衛門
同
　　 　
四×四
　　
下畑
　　
一六
　
市
 
兵
 
衛
同
　　　　
一六×八
　　　
屋敷
　
四
　　
八
　
広
 
円
 
寺
南
　
畑
　
八・五×六
　　
下畑
　
一
　
二一
　
宇
 
兵
 
衛
同
　　 　
一四×八
　　
屋敷
　
三
　
二二
　
か
　　
め
同
　　
一四×七
　　
同
　
三
　　
八
　
清
 
兵
 
衛
同
　　 　
五×一
　　
下々畑
　　 　
五
　
勘
 
兵
 
衛
同
　　
六・五×四
　　
屋敷
　　
二六
　
清
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×四
　　
同
　　
二四
　
六右衛門
同
　　 　
八× ・五
　
下畑
　
一
　
二二
　
同
　　
人
同
　　 　
九×六・五
　
屋敷
　
一
　
二九
　
市
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×七
　　　　
同
　
一
　
二六
　
忠兵衛後家
南
　
側
　
六・五×六
　　
同
　
一
　　
九
　
勘
 
兵
 
衛
同
　　 　　
二×一
　　
下畑
　　 　
二
　
清
 
兵
 
衛
同
　　 　
二×一
　　
下々畑
　　
二
　
同
　　
人
南側屋敷跡
　
五×五
　　
下畑
　　
二五
　
六
 
兵
 
衛
同
　　　　　
九×八
　　
屋敷
　
二
　
一二
　
長
 
兵
 
衛
同
　　
三×二
　　
下々畑
　　 　
六
　
常
 
法
 
院
同
　　
一二×三・五
　
屋敷
　
一
　
一二
　
多十郎後家
須灰谷
　　　
五×二
　　　　
同
　　
一〇
　
上
 
屋
 
敷
同
　　　　　
四×三
　　
同
　　
一二
　
同
　　
断
同
　　
四×三
　　
同
　　
一二
　
同
　　
断
南
　
側
　　
一四×八
　　
同
　
三
　
二二
　
下寺町本典寺
　　　　
右之寄
　　
下
　
畑
　
四畝二六歩
　　
下々畑
　
一三歩
　　
屋
　
敷
　
三反 畝一二歩
　　
畑屋敷
　
合三反六畝二 歩
　　　
奈
　　
良
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　
一〇×五・五
　
屋敷
　
一
　
二五
　
妙
 
音
 
寺
同
　　 　　
九×六
　　　　
同
　
一
　
二四
　
吉
 
祥
 
院
同
　　
六・五×五・五
　　
同
　
一
　　
六
　
万
 
宝
 
院
同
　　 　
六×五
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
傳七後家
同
　　 　
五×五
　　
同
　　
二五
　
同
　　
人
同
　　
一〇×四・五
　　
同
　
一
　
一五
　
茂右衛門
同
　　
二・五×七
　　　　
同
　　
一八
　
治
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×五
　　
同
　
一
　　
〇
　
六
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×
　　
同
　
一
　
一八
　
与
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×四
　　
同
　
一
　
一〇
　
同
　　
人
同
　　
一〇×五
　　
同
　
一
　
二〇
　
六
 
兵
 
衛
—
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同
　　　　　
八×七・五
　　
同
　
二
　　
〇
　
妙
 
音
 
寺
同
　　
一二×八
　　　　
同
　
三
　　
六
　
専
 
照
 
寺
同
　　 　
四×三
　　
下畑
　　
一二
　
同
　　
寺
同
　　 　
八×
　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
寺
同
　　
一一×三
　　
屋敷
　
一
　　
三
　
六
 
兵
 
衛
同
　　
一四・五×四・五
　　
同
　
二
　　
五
　
同
　　
人
同
　　 　
二×一・五
　
中畑
　　 　
三
　
同
　　
人
同
　　
一〇×二
　　
下々畑
　　
二〇
　
治
 
兵
 
衛
同
　　
一三×八
　　
下畑
　
三
　
一四
　
与
 
兵
 
衛
　　　　
右之寄
　　
中
　
畑
　
三歩
　　
下
　
畑
　
四畝二八歩
　　
下々畑
　
二〇歩
　　
屋
　
敷
　
二反 畝二五歩
　　
畑屋敷
　
合二反八畝一六歩
　　　
相
　
川
　
本
　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　
一二×四
　　　
屋敷
　
一
　
一八
　
惣
 
兵
 
衛
同
　　 　　
六×二・五
　　
同
　　
一五
　
伊
 
兵
 
衛
同
　　
一二×二
　　　　
同
　　
二四
　
徳
 
兵
 
衛
同
　　
一〇・五×一・五
　　
同
　　
一六
　
同
　　
人
同
　　
一二×二・五
　　
同
　
一
　　
〇
　
助右衛門
同
　　
一二×五
　　　　
同
　
二
　　
〇
　
同
　　
人
南
　
側一〇・五×三
　　
同
　
一
　　
二
　
徳
 
兵
 
衛
同
　　
一二・五×二・五
　　
同
　
一
　　
一
　
長左衛門
同
　　
一〇・五×四・五
　　
同
　
一
　
一七
　
長
 
兵
 
衛
同
　　 　
四×四
　　　　
同
　　
一六
　
ま
　　
さ
同
　　
八・五×二・五
　　
同
　　
二一
　
吉右衛門
同
　　
一三・五×一〇
　　　
同
　
四
　
一五
　
源右衛門
同
　　 　
九×七
　　　
下畑
　
二
　　
三
　
同
　　
人
同
　　
一〇×八
　　
屋敷
　
二
　
二〇
　
同
　　
人
同
　　 　
九×四
　　
同
　
一
　　
六
　
源右衛門
同
　　 　
六×二
　　
同
　　
一二
　
三
 
十
 
郎
同
　　
一〇×二
　　
同
　　
二〇
　
上
 
屋
 
敷
同
　　
八・五×八
　　
同
　
二
　　
八
　
同
　　
断
同
　　
三・五×二
　　
同
　　 　
七
　
同
　　
断
同
　　
一四×八
　　
同
　
三
　
二二
　
同
　　
断
同
　　
一二×六
　　
同
　
二
　
一二
　
同
　　
断
同
　　
一四・五×七
　　
同
　
三
　
一二
　
同
　　
断
　　　　
右之寄
　　
下
　
畑
　
二畝三歩
　　
屋
　
敷
　
三反 二四歩
　　
畑屋敷
　
合三反四畝二七歩
　　　
九
 郎
 左
 衛
 門
 町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　
一〇×三
　　　
屋敷
　
一
　　
〇
　
久左衛門
同
　　 　
一一×四
　　
同
　
一
　
一四
　
半右衛門
同
　　
一〇×二・五
　　
同
　　
二五
　
市左衛門
同
　　
一〇・五×六
　　　　
同
　
二
　　
三
　
茂
 
兵
 
衛
同
　　
一一×三・五
　　
同
　
一
　　
九
　
玄
　　
悦
同
　　
一一×四
　　　　
同
　
一
　
一四
　
七
 
兵
 
衛
同
　　
一〇・五×四
　　
同
　
一
　
一二
　
三右衛門
同
　　
一〇×四
　　
同
　
一
　
一〇
　
市
 
学
 
院
同
　　
一〇×五
　　
同
　
一
　
二〇
　
助左衛門
同
　　
九・五×五・五
　　
同
　
一
　
二二
　
弥市右衛
同
　　 　
六×六
　　　　
同
　
一
　　
六
　
吉右衛門
同
　　 　
六×三・五
　　
同
　　
二一
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×五
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
与
 
十
 
郎
同
　　
七・五×二・五
　　
同
　　
一九
　
喜
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×二
　　　　
同
　　
一四
　
甚
 
十
 
郎
同
　　
一二×二・五
　　
同
　
一
　　
〇
　
四郎右衛門
同
　　
一二×三・五
　　
同
　
一
　
一二
　
権
 
兵
 
衛
同
　　
一二×六
　　　　
同
　
二
　
一二
　
福
 
正
 
院
同
　　
一四×四・五
　　
同
　
二
　　
三
　
常
 
学
 
院
同
　　
一五・五×四
　　　　
同
　
二
　　
二
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　
一五・ ×八
　　
同
　
四
　　
四
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　
一〇×五・五
　　
同
　
一
　
二五
　
同
　　
人
同
　　 　
八×三・五
　　
同
　　
二八
　
同
　　
人
同
　　
一〇×三
　　　　
同
　
一
　　
〇
　
同
　　
人
同
　　
一〇・五×五
　　
同
　
一
　
二三
　
半右衛門
同
　　
一六×五
　　
同
　
二
　
二〇
　
廣
 
圓
 
寺
同
　　
一六×二
　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
寺
同
　　
一六×二
　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
寺
同
　　
七・五×七
　　
同
　
一
　
二三
　
教
 
学
 
院
同
　　 　
八×四
　　
同
　
一
　　
二
　
万
 
宝
 
院
同
　　 　
八×三・五
　　
同
　　
二八
　
長
 
兵
 
衛
同
　　
六・五×三
　　　　
同
　　
二〇
　
ひ
　　
ん
同
　　 　
七×四・五
　　
同
　
一
　　
二
　
長左衛門
—
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同
　　　
六・五×四
　　　　
同
　　　
二六
　
又
 
兵
 
衛
同
　　
八×四
　　
同
　
一
　　
二
　
同
　　
人
同
　　 　
八×五
　　
同
　
一
　
一〇
　
市
 
学
 
院
同
　　 　
九×三
　　
同
　　
二七
　
長
 
三
 
郎
同
　　
一一×五・五
　　
同
　
二
　　
一
　
同
　　
人
同
　　
一〇×二・
　　
同
　　
二五
　
甚
 
十
 
郎
同
　　
六・五×六
　　　　
同
　
一
　　
九
　
七郎兵衛
同
　　
一一×三
　　
同
　
一
　　
三
　
六右衛門
同
　　 　
七×四・五
　　
同
　
一
　　
二
　
善
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×六
　　　　
同
　
一
　
一二
　
福
 
正
 
院
同
　　
三・五×三
　　
同
　　
一一
　
常
 
学
 
院
同
　　
一〇×六・五
　　
同
　
二
　　
五
　
半右衛門
同
　　 　
四×三
　　　　
同
　　
一二
　
新
 
兵
 
衛
同
　　
六・五×四
　　
同
　　
二六
　
三右衛門
同
　　
一〇×四・五
　　
同
　
一
　
一五
　
孫
 
兵
 
衛
同
　　 　
四×三
　　　　
同
　　
一二
　
三
 
十
 
郎
同
　　 　
四×三
　　
同
　　
一二
　
は
　　
つ
丹波平
　　　
七×
　　
下畑
　　
二八
　
甚
　　
助
　　　　
右之寄
　　
下
　
畑
　
二八歩
　　
屋
　
敷
　
六反五畝七歩
　　
畑屋敷
　
合六反六畝五歩
　　　
九郎左衛門裏町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　　
三×一・五
　
屋敷
　　　　
五
　
市
 
学
 
院
同
　　 　　
六×五・五
　　
同
　
一
　　
三
　
常
 
学
 
院
同
　　 　
七×五
　　　　
同
　
一
　　
五
　
福
 
正
 
院
同
　　 　
八×
　　
同
　
一
　
二六
　
半右衛門
同
　　 　
四×
　　
同
　
一
　　
二
　
伝
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×二
　　
同
　　
一二
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×四
　　 　　　　
二八
　
三
 
十
 
郎
丹波平
　　　
六×四
　　
下畑
　　　
二四
　
半右衛門
同
　　　　　
五×三
　　
下々畑
　　
一五
　
同
　　
人
同
　　
六×三・五
　
下畑
　　
二一
　
鳥
 
之
 
助
同
　　 　
七×四
　　
下々畑
　　
二八
　
同
　　
人
同
　　 　
八×三
　　
同
　　
二四
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　 　
三×二
　　
同
　　
六
　
同
　　
人
同
　　 　
五×一
　　
同
　　
五
　
同
　　
人
同
　　 　
八×三
　　
下畑
　　
二四
　
源
 
太
 
郎
同
　　　　　
七×五
　　
下々畑
　
一
　　
五
　
半右衛門
同
　　
三×二
　　
同
　　 　
六
　
孫
 
兵
 
衛
同
　　 　
四×
　　
同
　　
一二
　
同
　　
人
山神の上
　　
五×二
　　
中畑
　　
一〇
　
右
　　
京
南
　
側
　　　
三×四
　　
屋敷
　　
一二
　
上ヶ屋敷
同
　　 　　
六×二・五
　　
同
　　
一五
　
同
　　
断
同
　　 　
五×三
　　　　
同
　　
一五
　
同
　　
断
同
　　 　
七×三
　　
同
　　
二一
　
同
　　
断
同
　　 　
五×二
　　
同
　　
一〇
　
同
　　
断
同
　　 　
六×四
　　
同
　　
二四
　
同
　　
断
同
　　 　
七×一・五
　　
同
　　
一一
　
同
　　
断
同
　　 　
四×二
　　　　
同
　　
八
　
同
　　
断
同
　　 　
六×三
　　
同
　　
一八
　
同
　　
断
　　　　
右之寄
　　
中
　
畑
　
一〇歩
　　
下
　
畑
　
二畝九歩
　　
下々畑
　
四畝一一歩
　　
屋
　
敷
　
一反一 五歩
畑屋敷
　
合一反八畝五歩
　　　
弥
 左
 衛
 門
 町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　
一八×三・五
　
屋敷
　
二
　　
三
　
半
 
兵
 
衛
同
　　 　　
七×三
　　　　
同
　　
二一
　
甚右衛門
同
　　 　
六×三・五
　　
同
　　
二一
　
弥五兵衛
同
　　
九・五×三・五
　　
同
　
一
　　
三
　
佐
 
之
 
助
同
　　 　
六×四
　　　　
同
　　
二四
　
三右衛門
同
　　
九・五×五・五
　　
同
　
一
　
二二
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×二
　　　　
同
　　
一四
　
長
 
兵
 
衛
同
　　
二〇×六
　　
同
　
四
　　
〇
　
茂
 
兵
 
衛
同
　　 　
七×四・五
　　
同
　
一
　　
二
　
甚右衛門
同
　　
一〇・五×七
　　　　
同
　
二
　
一四
　
茂
 
兵
 
衛
同
　　
九・五×五
　　
同
　
一
　
一八
　
金
 
十
 
郎
同
　　 　
五×四
　　
同
　　
二〇
　
市郎兵衛
同
　　
一〇×一・五
　　
同
　　
一五
　
甚
 
十
 
郎
同
　　
一四×五
　　　　
同
　
二
　
一〇
　
伝
 
十
 
郎
　　　　
右之寄
　　
屋敷合
　
二反七歩
　　　
外
　　
記
　　
町
—
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縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
南
　
側
　　　
八×五・五
　
屋敷
　
一
　
一四
　
佐
 
兵
 
衛
同
　　
五・五×三・五
　　
同
　　
一九
　
次郎兵衛
同
　　 　
四×三・五
　　
同
　　
一四
　
太郎右衛門
同
　　
三・五×二・五
　　
同
　　
九
　
惣
 
兵
 
衛
東
　
側
　　　
五×三
　　　　
同
　　
一五
　
佐次兵衛
同
　　 　　
五×三
　　
同
　　
一五
　
伝右衛門
同
　　
一一×四
　　
同
　
一
　
一四
　
覚左衛門
北
　
側
　　
一二×六
　　
同
　
二
　
一二
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　 　　
四×三
　　
同
　　
一二
　
しやうぶ
同
　　 　
七×三・五
　　
同
　　
二五
　
権
 
太
 
郎
南
　
側
　　　
三×三
　　　　
同
　　
九
　
上
 
屋
 
敷
同
　　
四・五×四
　　
同
　　
一八
　
同
　　
断
　　　　
右之寄
　　
屋
　
敷
　
合九畝二六歩
　　　
床
　　
屋
　　
町
　　
縦間
　
横間
　　　　　
畝
　　
歩
北
　
側
　　　
三×四・五
　
屋敷
　　　
一四
　
六兵衛後家
同
　　
七・五×三
　　　　
同
　　
二三
　
忠
 
次
 
郎
同
　　 　
四×三・五
　　
同
　　
一四
　
仁
 
兵
 
衛
同
　　 　
五×
　　　　
同
　　
二〇
　
次郎兵衛
同
　　 　
四×二
　　
同
　　
八
　
長右衛門
同
　　 　
四×二
　　
同
　　
八
　
善
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×三
　　
同
　　
二四
　
甚右衛門
同
　　 　
八×二・五
　　
同
　　
二〇
　
同
　　
人
同
　　
四・五×四
　　　　
同
　　
一八
　
久
 
兵
 
衛
同
　　 　
六×四
　　
同
　　
二四
　
し
　　
ま
同
　　 　
八×
　　
同
　
一
　
一八
　
長
 
兵
 
衛
同
　　 　
八×六・五
　　
同
　
一
　
二二
　
市
 
兵
 
衛
同
　　
七・五×六
　　　　
同
　
一
　
一五
　
三右衛門
同
　　 　
七×五・五
　　
同
　
一
　　
九
　
同
　　
人
同
　　
一三×三
　　　　
同
　
一
　　
九
　
吉
 
兵
 
衛
同
　　
一一・五×六
　　
同
　
二
　　
九
　
徳
 
兵
 
衛
同
　　
一六・五×二・五
　　
同
　
一
　
一一
　
久
 
兵
 
衛
同
　　
一六×三
　　　　
同
　
一
　
一八
　
与次兵衛
同
　　
一六×三
　　
同
　
一
　
一八
　
権
 
兵
 
衛
同
　　
一六×三
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
人
同
　　
一六×三
　　
同
　
一
　
一八
　
同
　　
人
同
　　
二〇×四
　　
同
　
二
　
二〇
　
庄
 
兵
 
衛
同
　　　　
一一×四
　　　　
同
　
一
　
一四
　
吉左衛門
同
　　
一五・五×四
　　
同
　
二
　　
二
　
五
 
兵
 
衛
同
　　
一五×七
　　
同
　
三
　
一五
　
吉右衛門
同
　　
一六×四・五
　　
同
　
二
　
一二
　
七
 
兵
 
衛
同
　　
一二×五
　　　　
同
　
二
　　
〇
　
千
 
之
 
助
同
　　 　
八×六
　　
同
　
一
　
一八
　
長
 
兵
 
衛
同
　　
一四×四
　　
同
　
一
　
二六
　
長
 
次
 
郎
同
　　
一四×三
　　
同
　
一
　
一二
　
長左衛門
同
　　
一三×
　　
同
　
一
　
二二
　
多
 
兵
 
衛
同
　　
二・五×六
　　
同
　　
一五
　
権
　　
助
同
　　
五・五×三
　　
同
　　
一七
　
吉右衛門
同
　　 　
三×一
　　
下畑
　　
三
　
お
　　
は
　　　　
右之寄
　　
下
　
畑
　
三歩
　　
屋
　
敷
　
四反五畝一歩
　　
畑屋敷
　
合四反五畝四歩
　　 　　　　　
〔中略〕
外ニ
　　　　　　　　　　　　　
境内
　　　
間
　　
間
大光院
　　　　　
上相川
　
山神町
　　　　
二〇×一五
山神社
　　
同
　　
所
　　　　　　　
二〇×一一
妙恩寺
　　 　
奈良町
　　　　　　　　
二二×一六
玄徳寺
　　 　
鍛冶町
　　
四六×一〇
専念寺
　　 　
同
　　
町
　　　　　　　
二五×二四
法花寺
　　 　
床屋町
　　　　　　　　
一三×一〇
　　　　　　　　　　　　
〔中略〕
（除地以外の寺社） （各町から抜すい）万宝院
　　　　　
鍛冶町
　　　
（屋敷）
　　　　　　　　
田
　
町
　　
（屋敷）
　　
九郎左衛門町（屋敷）
広円寺
　　　　　
山神町
　　　
（屋敷）
　　　　　　　　　　　　
〔後略〕
　　
（相川郷土博物館蔵
『新潟県史
　
資料編９
　
近世四
　
佐渡編』所収）
史料一二（欠年） 「相川町地子帳」　　　　　　　　　　　
（前欠）
一
　
八匁壱分
　　　　
十壱坪半
　　
大阪
　
彦左衛門
　
㊞
一
　
九匁 分
　　
十四坪
　　　
尾張
　
五郎左衛門㊞
一
　
九匁五分
　　
拾三坪半
　　
いセ
　
喜右衛門
　
㊞
—
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一
　
三匁弐分
　　　　
四坪半
　　　
越中
　
惣
　　
七
　
㊞
小以弐百五十壱匁五分　　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
鍛冶町
一
　
弐拾八匁四分
　　
七拾壱坪
　　
橋や
　
重右衛門
　
㊞
一
　
五匁六分
　　　　
拾四坪
　　　
大和
　
作十郎
　　
㊞
一
　
五匁弐分
　　
拾三坪
　　
近江
　
加右衛門
　
㊞
一
　
六匁四分
　　
拾六坪
　　
奈ら
　
善
　　
助
　
㊞
一
　
拾匁
　　　　　　
弐拾五坪
　　
越前
　
彦右衛門
　
㊞
一
　
八匁
　　
弐拾坪
　　　
越前
　
弥兵衛
　　
㊞
一
　
拾匁
　　 　　
二拾五坪
　　
越前
　
市右衛門
　
㊞
一
　
八匁
　　 　　
弐拾坪
　　　
堺ノ
　
善左衛門
　
㊞
一
　
拾匁
　　 　　
弐拾五坪
　　
近江
　
数右衛門
　
㊞
一
　
五匁八分
　　　　
拾四坪半
　　
近江
　
新
　　
助
　
㊞
一
　
拾三匁七分五リン
 三拾四坪半
 大坂
　
五郎兵衛
　
㊞
一
　
拾四匁八分
　　　
三拾七坪
　　
佐渡
　
忠二郎
　　
㊞
一
　
六匁八分
　　　　
拾七坪
　　　
加ゝ
　
又兵衛
　　
㊞
一
　
五匁
　　　　　　
拾弐坪半
　　
越中
　
清左衛門
　
㊞
是□羽田町　　　　　　　　　　　　
〔後略〕
（ 『新潟県史
　
資料編９
　
近世四
　
佐渡編』 ）
史料一三（表紙）　　　　　　
安政五午年十月
　　
大工町
ゟ
　　
上相川迄
　　　
屋
　　
舗
　　
帳
　　
廿六ヶ町
相
　
川
　
町
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝四歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
八間半
　　　　　　　　　　
常学院
　
此境西
者
道切、東者同院屋敷切
　「南側
　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣兵衛
　　
一屋舗
　
四間半
　　　
弐拾五歩
　　　
当持
　　 　
五間半
　　　　　　　　　　　　
常学院
　
此境西
者
同院、東
者
伊左衛門屋敷切
　　　　　　
」
（貼紙）相川町南側
　　　　　　　　　 　　　　
当持
　
検地請
　
惣兵衛
　　　　　　　　　　　　
常学院
　
一屋舗
　
表口四間半
　　
町役目壱軒
　　 　　
後
江
五間半
　　
内建坪拾弐坪
　　
代銭七拾六貫五百文
　　　　
買主
　　 　　　　　 　 　　　　
相川町
　
文久二戌年九月十四日
　　　　　　　
栄
　　
助
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
市左衛門
　
一屋舗
　
表口六間
　　
壱畝拾五歩
　　 　　
後江七間半
　　
内訳
　
宝暦以前切畝歩之分
　　 　　　　
町役目半軒
　　　　　　　
当持
　　 　
表口三間
　　
弐拾三歩
　　　　　
伊左衛門
　　 　
後
江
七間半
　
此境西者常学院、東者広次屋敷切
　
宝暦以前切畝歩之分
　　 　　　　
町役目半軒
　　　　　　　
当持
　　 　
表口三間
　　
弐拾弐歩
　　　　　
広
　　
次
　　
後江七間半
　
此境西
者
伊左衛門、東者道切
〆南側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
孫兵衛後家
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾五歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
七間半
　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境西
者
川切、東
者
同人屋敷切
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
仁右衛門
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾五歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
七間半
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境西
者
同人、東
者
吉助屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
半四郎
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝五歩
　　 　　
後
江
七拾壱間半
　　
内訳
　
宝暦以前切畝歩之分
　　 　　　　
町役目半軒
　　　　　　　
当持
　　 　
表口壱間半
　　
拾八歩
　　　　　
吉
　　
助
　　 　
後
江
拾壱間半
　
此境西
者
伊八、東
者
武右衛門屋敷切
　　
右同断
—
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町役目半軒
　　　　　　　
当持
　　
表口壱間半
　　
拾七歩
　　　　　
武右衛門
　　 　
後
江
拾壱間半
　
此境西
者
吉助、東
者
武右衛門屋敷切
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
伝右衛門
　
一屋舗
　
表口五間
　　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
六間
　　 　　　　　　　
武右衛門
　　
此境西東共同人屋敷切
南側裏ニ而
　
町役目壱軒
　　
御検地請
　
甚兵衛
　
一屋舗
　
表口四間半
　
弐拾七歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
六間
　　　　　　　　　
武右衛門
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
伊兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　
弐拾三歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　　　　　　　　
三十郎
　　
此境西
者
小路道切、東
者
奥右衛門屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
伊兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　
弐拾三歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　　　　　　　　
奥右衛門
　　
此境西
者
三十郎、東
者
岩次郎屋敷切
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
清右衛門
　
一屋舗
　
表口弐間半
　
弐拾三歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　　　　　　　　
岩次郎
　　
此境西
者
奥右衛門、東
者
十蔵屋敷切
同側
　　　
町役目
　　　　　
御検地請
　
嘉左衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾弐歩
　　 　　
後
江
拾四間
同側
　　　
町役目
　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾弐歩
　　 　　
後
江
拾四間
同側
　　　
町役目
　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾弐歩
　　 　　
後
江
拾四間
〆三筆
　　
町役目三軒
　　　
内訳
　　
宝暦以前切畝歩之分
　
　　 　
町役目壱軒半
　　 　　　　　
当持
　　 　
表口四間半
　
弐畝三歩
　　　　　
十
　　
蔵
　　 　
後
江
拾四間
　　
此境西
者
岩次郎、東
者
武右衛門屋敷切
　　　
右同断
　　
町役目壱軒半
　　　　　　　　
当持
　　 　
表口四間半
　
弐畝三歩
　　　　　
武右衛門
　　 　
後
江
拾四間
　　
此境西
者
十蔵、東
者
竹次郎屋敷切
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
善兵衛後家
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
五間
　　 　　　　　　　
竹次郎
　　
此境西
者
武右衛門、東
者
代蔵屋敷切
南側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
仁兵衛
一屋舗
　
表口四間半
　
弐畝拾歩
　　　　
当持
　　　　　
後
江
拾五間半
　　　　　　　　　
代
　　
蔵
　　
此境西
者
竹次郎、東
者
九郎左衛門町仙次郎屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
仁兵衛
　
一屋舗
　
表口五間半
　
三畝弐拾歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
弐拾間
　　 　　　　　　　
代
　　
蔵
　　
此境西
者
沢切、東
者
同人屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
勘左衛門
　
一屋舗
　
表口四間半
　
弐畝弐拾六歩
　　
当持
　　 　　
後
江
拾九間
　　 　　　　　　
代
　　
蔵
　　
此境西
者
同人、東
者
伊三郎屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
甚兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝弐拾三歩
　　
当持
　　 　　
後
江
拾七間半
　　　　　　　　　
伊三郎
　　
此境西
者
代蔵、東
者
長八屋敷切
天（朱書）
保三
辰
年十二月二十五日、こん
ゟ
伊八跡伊三郎
江
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
勘兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝弐拾三歩
　　
当持ち
　　 　　
後
江
拾七間半
　　　　　　　　　
長
　　
八
　　
此境西
者
伊三郎屋敷切、東
者
小路道切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
安兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐畝拾六歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
拾九間
　　　　　　　　　　
広
　　
次
　　
此境西
者
小路道切、東
者
川切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣
　　
吉
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
拾間
　　 　　　　　　　
九兵衛
　　
此境西
者
川切、東
者
川吉太屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一屋舗
　
表口七間
　　
七畝歩
　　　　　
当持
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後
江
三拾間
　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境西
者
九兵衛、東
者
茂作屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一屋舗
　
表口五間半
　　
弐畝六歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
拾弐間
　　 　　　　　
茂
　　
作
　　
此境西
者
吉太、東
者
武右衛門屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
拾弐間
　　　　　　　　　
武右衛門
　　
此境西
者
茂作、東
者
岩次郎畑屋敷切
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一弐間半
　
屋敷畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
岩次郎
　　
此境西
者
武右衛門、東
者
同人屋敷切
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
忠兵衛
　
一弐間
　　
屋敷畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境西
者
同人屋敷切、東
者
溝川切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
治右衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝五歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
拾壱間半
　　　　　　　　　
善十郎
　　
此境西
者
溝川切、東
者
庄次郎屋敷切
北側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
長三郎後家
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
弐拾弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
拾壱間
　　　　　　　　　　
庄次郎
　　
此境西
者
善十郎、東
者
同人屋敷切
文（朱書）
政十
二巳年六月十六日、伊兵衛
ゟ
百次郎跡庄次郎
江
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
作兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
弐拾九歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
九間半
　　　　　　　　　　
伊太郎
　　
此境東西共庄次郎屋敷切
　　
内訳
　　
宝暦以前切畝歩之分
　　
町役目弐歩五厘
　　　　　　　　　
当持
　
　　
表口壱間半
　
拾四歩
　　　　　　　　
庄次郎
　　
後
江
九間半
　　
此境西
者
同人、東
者
伊太郎屋敷切
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十六日、伊兵衛
ゟ
百次郎跡庄次郎
江
右同断　　　
町役目弐歩五厘
　　　　　　　　　
当持
　
　
表口壱間半
　
拾五歩
　　　　　　　　　　
伊太郎
　　 　　
後
江
九間半
　　
此境西
者
庄次郎、東
者
同人屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
九兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
拾五歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
六間
　　　　　　　　　　　
伊太郎
　　
此境西
者
同人、東
者
道切
　　
間
　
口
　
百四間
　
合
　
町役目
　
弐拾六軒半
　　
反
　
歩
　
四反五畝弐拾六歩
　　 　　
内
　
壱畝弐拾四歩
　
新畑成
　　
小右衛門町
　　
町役目壱軒
　　　　　
御検地請
　
甚兵衛
南側之内ニ而東側
　　 　　　　
当持
　
一屋舗
　
表口五間半
　
壱畝六歩
　　　　　
や
　　
よ
　　 　　
後
江
六間半
　　
此境南
者
九郎左衛門町道切、北
者
同人屋舗切
　　
町役目半軒
南側之内ニ而東側
　　　　　
御検地請
　
甚兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
六間
　　 　　　　　　　
や
　　
よ
　　
此境南
者
同人、北
者
道切
南側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
茂
　　
七
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
拾間
　　 　　　　　
な
　　
か
　　
此境西
者
やよ、東
者
同人屋敷切
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口四間半
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
拾間
　　　　　　　　　
な
　　
か
　　
此境西
者
同人、東
者
丹蔵屋敷切
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉右衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
弐拾七歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　 　　　　
丹
　　
蔵
　　
此境西
者
なか、東
者
丹蔵屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　　
九歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
四間半
　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境西
者
同人、東
者
新兵衛屋敷切
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
半左衛門
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一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境西
者
丹蔵、東
者
新兵衛屋敷切
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
九右衛門
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
拾八歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
七間
　　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境西
者
同人、東
者
九郎左衛門町裏道切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
七兵衛
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
壱畝弐歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　　　　　　　　
岩次郎
　　
此境西
者
九郎左衛門町裏道切、東
者
同人屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
市兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　　
拾八歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　 　　　　
同
　　
人
　　
此境西
者
同人、東
者
法花寺屋敷切
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
伊左衛門
　
一屋舗
　
表口五間半
　　
壱畝弐拾弐歩
　　 　　
後
江
九間半
　　
内訳
　　
宝暦以前切畝之分
　　 　
町役目壱軒
　　　　　　　　　
当持
　　 　
表口三間
　　　
拾八歩
　　　　　
法花寺
　　 　
後
江
九間半
　　
此境
　　 　
右同断
　　 　
町役目壱軒
　　　　　　　　　
当持
　　 　
表口弐間半
　　
弐拾四歩
　　　　
き
　　
ん
　　 　
後
江
九間半
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
儀兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　　
拾七歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
八間半
　　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
五郎助
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
弐拾三歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
南側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
佐次兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝六歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
九間
　　 　　　　
法花寺
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
壱畝六歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
拾弐間
　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
北側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
九兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
九歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
三間
　　 　　　　　　
伊太郎
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
七右衛門
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾壱歩
　　
当持
　　
八間半
　　　　　　　　　　　　　　　
や
　　
よ
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
喜左衛門
　
一屋舗
　
表口六間
　　
弐畝弐拾四歩
　　
当持
　　 　　
後
江
拾四間
　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
八兵衛
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
三畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　　　　　
安兵衛
　　
此境
　　　　　　　　　　　　　 　　
篤四郎
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝弐歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
八間
　　 　　　　　　
惣右衛門
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
喜兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
七間半
　　　　　　　　　　
き
　　
ん
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣兵衛後家
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
弐拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
八間
　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣右衛門
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
弐拾弐歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
五間半
　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境
北側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
惣右衛門
　
一屋舗
　
表口弐間
　　　
拾壱歩
　　　　
当持
　　 　　
後
江
五間半
　　　　　　　　　
新兵衛
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此境
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
伝兵衛後家
　
一屋舗
　
表口弐間
　　　
拾弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後江六間
　　 　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
石
　　
松
　
一弐間
　
屋敷畑成
　
拾七歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　 　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一三間
　
屋敷畑成
　
拾七歩
　　　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
仁右衛門
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
拾弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後江三間
　　 　　　　　　
岩次郎
　　
此境
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
久右衛門
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
弐拾歩
　　　　
当持
　　 　　
後江八間
　　　　　　　　　
さ
　　
き
　　
此境
同側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
七兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
拾五歩
　　　　
当持
　　 　　
後江六間
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　　
弐拾四歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　　　　　
岩次郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
市郎兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝拾八歩
　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間半
　
屋敷畑成
　　
壱畝歩
　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
庄左衛門
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
壱畝拾弐歩
　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　 　　　　　　
新兵衛
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口四間半
　　
壱畝弐拾四歩
　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　 　　　　　　
伊太郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
仁右衛門
　
一四間半
　
屋舗畑成
　　
壱畝拾五歩
　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　 　　　　
伊太郎
　　
此境
　　
間
　
口
　
九拾五間半
　
合
　
町役目
　
弐拾三軒半
　　
反
　
歩
　
三反八畝 歩
　　 　　　
内
　
壱反弐拾三歩
　
新畑成
　　
番
　
屋
　
町
西側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
仁兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
拾六歩
　　　　
当持
　　 　　
後江四間
　　 　　　　　　
三之助
　　
此境
西側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口六間半
　　
壱畝弐拾弐歩
　
当持共
　　 　　
後江八間
　　　　　　　　　
惣右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
五郎助
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　 　　　　
三之助
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
太右衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
七間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
東側
　　　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾九歩
　　　
当持
　　
拾四間
　　 　　　　　　
惣右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
藤兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　　　　　　
伊太郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
ま
　　
さ
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一屋舗
　
表口四間
　　　
拾六歩
　　　　
当持
　　 　　
後江四間
　　 　　　　　　
三之助
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣左衛門後家
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝六歩
　　　
当持
　　 　　
後江九間
　　 　　　　
竹次郎
　　
此境
東側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門後家
　
一三間
　　
屋舗畑成
　　
拾八歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　 　　　　
三之助
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
清兵衛
　
一五間
　　
屋舗畑成
　　
壱畝拾五歩
　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
東側
　　　　　　　　　
御検地請
　
巳之助
　
一六間
　　
屋舗畑成
　　
壱畝拾弐歩
　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
惣右衛門
　　
此境
丹波谷
　　　　　　　　　　
御検地請
　
一三間
　　
下々畑拾五歩
　　　　　　　
当持共
　　
五間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
一四間
　　
下々畑弐拾四歩
　　　　　　
当持共
　　
六間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
長沢
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
下々畑拾歩
　　　　　　　　
当持共
　　
五間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
丹波谷
　　　　　　　　　　
御検地請
　
一三間
　　
下々畑五歩
　　　　　　　　
当持共
　　
六間
　　 　　　　　
惣右衛門
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伊兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　　
上ヶ屋敷
　　
五間
　　
此境
　　
間
　
口
　
拾八間半
　
合
　
町役目
　
四軒
　　
反
　
歩
　
壱反 畝九歩
　　 　　　
内
　　 　　
壱畝弐拾四歩
　
古畑
　　 　　
八畝拾五歩
　　
新畑
　　
外
　
記
　
町
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一五間
　
屋舗畑成
　
壱畝拾四歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　　
常学院
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
次郎兵衛
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
拾六歩
　　　　
当持
　　 　　
後江五間半
　　 　　　　　　
十
　　
蔵
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
太郎右衛門
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
拾四歩
　　　　
当持
　　 　　
後江四間
　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　　
九歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江三半
　　　　　　　　　
つ
　　
ま
　　
此境
東側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
佐次兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
拾五歩
　　　　
当持
　　 　　
後江五間
　　 　　　　
市左衛門
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
伝右衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
拾五歩
　　　　
当持
　　 　　
後江五間
　　 　　　　
同
　　
人
　　
此境
東側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
覚左衛門
　
一屋舗
　
表口四間
　　　
壱畝拾四歩
　　
当持
　　 　　
後江拾壱間
　　　　　　　　　　
三十郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一屋舗
　
表口六間
　　　
弐畝拾弐歩
　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　　　　　　　　
岩次郎
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
しゆうふ
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一三間
　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　　　　　　　
三十郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権太郎
　
一屋舗
　
表口三間半
　　
弐拾五歩
　　　
当持
　　 　　
後江七間
　　　　　　　　　　　
玄徳寺
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地之節
　
上ヶ屋敷
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
九歩
　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　　　 　　　　
三十郎
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
右同断
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
拾八歩
　　　　　
当持
　　
四間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
　　
間
　
口
　
弐拾九間
　
合
　
町役目
　
八軒
　　
反
　
歩
　
九畝弐拾六歩
　　 　　　
内
　　 　　
弐畝弐拾三歩
　
新畑成
　　
床
　
屋
　
町
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
六兵衛後家
　
一屋舗
　
表口四間半
　　
拾四歩
　　　　
当持
　　 　　
後江三間
　　　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境西者道切、東者つま屋敷切
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
忠次郎
　
一屋舗
　
表口三間
　　　
弐拾三歩
　　　
当持
　　 　　
後江七間半
　　　　　　　　　　
つ
　　
ま
　　
此境西者仲右衛門、東者つま屋敷切
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
仁兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
拾四歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　　　　　　　　　　 　　　　
同
　　
人
　　
此境西者同人屋敷切、東者道切
東側
　　　　　　　　　
御検地請
　
次郎兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　
市左衛門
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長右衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
八歩
　　　　　　
当持
　　
四間
　　　　　　　　　　　　　　　　
三十郎
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
善兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
八歩
　　　　　　
当持
　　 　　
後江四間
　　 　　　　　　　
広
　　
次
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
甚右衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　 　　　　
玄徳寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
甚右衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　
三十郎
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
久兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
拾八歩
　　　　　
当持
　　
四間半
　　　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
し
　　
ま
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　 　　　
代
　　
蔵
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
甚右衛門
　
一六間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一六間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　
七間半
　　 　　　　　　　　　　 　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　
七間
　　　　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
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文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一三間
　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
善兵衛
　
一屋舗
　
表口六間
　　
弐畝九歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾壱間半
　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
南側
　　　
町役目半軒
　　　
御検地請
　
久兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間半
　
壱畝拾壱歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間半
　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
与次兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　　　　　　　　　
鉄三郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　　　　　　　　
市左衛門
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　　　　　　　　
十
　　
蔵
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐畝弐拾歩
　　　
当持
　　 　　
後江弐拾間
　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
吉左衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　　　　　
三十郎
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
五兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐畝弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾五間半
　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
吉左衛門
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
三畝拾五歩
　　　
当持
　　
拾五間
　　　　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
七兵衛
　
一屋舗
　
表口四間半
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　 　　　　　　　
代
　　
蔵
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
子之助
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
弐畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　 　　　
専念寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
長次郎
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝弐拾六歩
　　
当持
　　 　　
後江拾四間
　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
吉左衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　
市左衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
太兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　
市左衛門
　　
此境
　
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸市左衛門江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
権
　　
助
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
弐間半
　　　　　　　　　　　
仲右衛門
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
　　
此境
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南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
吉左衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾七歩
　　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
ち
　　
よ
一壱間
　　
下畑
　
三歩
　　　　　　　　　
当持
　　
三間
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
　　
間
　
口
　
四拾六間半
　
合
　
町役目
　
拾弐軒半
　　
反
　
歩
　
四反五畝四歩
　　 　　　
内
　　 　　
三歩
　　　　　　
古畑
　　 　　
二反四畝拾四歩
　
新畑
　　
柄
　
杓
　
町
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持共
　　 　　
後江弐拾四
　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持共
　　 　　
後江弐拾四
　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持共
　　 　　
後江弐拾四
　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持共
　　 　　
後江弐拾四
　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持共
　　 　　
後江弐拾四
　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　　　　
後江八間
　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾六歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江八間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝弐歩
　　　　
当持共
　　 　　
後江八間
　　 　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
喜左衛門
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾四歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江七間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一三間
　　
中畑
　
壱畝拾歩
　　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　　　　　
安兵衛
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
中畑
　
拾六歩
　　　　　　　
当持共
　　
八間
　　 　　　　　　　 　　　
万法院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一四間
　　
上畑
　
壱畝弐拾弐歩
　　　　
当持共
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一五間
　　
上畑
　
壱畝弐拾歩
　　　　　
当持共
　　
拾間
　　 　　　　　　　 　　　
同
　　
寺
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
上畑
　
拾歩
　　　　　　　　
当持共
　　
五間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
久右衛門
　
一三間
　　
下々畑
　
壱畝歩
　　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
安兵衛
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一弐間半
　
中畑
　
弐拾五歩
　　　　　　
当持
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拾間
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伝右衛門
　
一三間
　　
上畑
　
拾八歩
　　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請共
　
一弐間
　　
中畑
　
弐拾弐歩
　　　　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口弐間
　　
拾六歩
　　　　　
当持共
　　 　　
後江八間
　　 　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一四間
　　
中畑
　
弐拾四歩
　　　　　　
当持共
　　
六間
　　 　　　　　　　 　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一壱間
　　
下畑
　
五歩
　　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　
西光寺
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一六間
　　
中畑
　
三畝歩
　　　　　　　
当持
　　
拾五間
　　　　　　　　　　　　　　　
西光寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一五間
　　
中畑
　
壱畝拾歩
　　　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　 　　　
同
　　
寺
　　
此境
　　
間
　
口
　
弐拾三間
　
合
　
町役目
　
拾軒
　　
反
　
歩
　
弐反五畝拾四歩
　　
内
　　
上畑
　　
四畝拾歩
　　
中畑
　　
八畝拾七歩
　　
下畑
　　
五歩
　　
下々畑
　
壱畝歩
　　　
茶
　
屋
　
町
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
半左衛門後家
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾三歩
　　　　
当持
　　
九間
　　　　　　　　　　　　　　　　
武右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一六間半
　
屋舗畑成
　
弐畝八歩
　　　　
当持
　　
拾間半
　　 　　　　　　　　 　　　
庄次郎
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一三間
　　
上畑
　
拾五歩
　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
庄次郎
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
卜
　　
心
　
一六間半
　
屋舗畑成
　
弐畝拾五歩
　　　
当持
　　
拾壱間半
　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一六間
　　
上畑
　
壱畝拾八歩
　　　　　
当持共
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　
妙音寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口六間
　　
弐畝弐拾四歩
　　
当持共
　　 　　
後江拾四間
　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
中畑
　
拾歩
　　　　　　　　
当持共
　　
五間
　　 　　　　　　　 　　　　
妙音寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一壱間半
　
中畑
　
拾壱歩
　　　　　　　
当持共
　　
七間
　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一壱間半
　
中畑
　
五歩
　　　　　　　　
当持共
　　
三間
　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
善吉後家
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐拾弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後江五間半
　　　　　　　　　　
町預り
　　
此境
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南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
甚兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　
茂
　　
七
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三光院
　
一五間
　　
上畑
　
壱畝五歩
　　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
妙音寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　
法花寺
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一三間
　　
上畑
　
拾四歩
　　　　　　　
当持
　　
四間半
　　　　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
弥三兵衛後家
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾壱歩
　　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
喜右衛門後家
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾壱歩
　　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長
　　
吉
　
一七間半
　
屋舗畑成
　
弐畝歩
　　　　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　　　 　　　
武右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
勘九郎
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
中畑
　
八歩
　　　　　　　　
当持共
　　
四間
　　 　　　　　
万法院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一弐間
　　
中畑
　
五歩
　　　　　　　　
当持共
　　
弐間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝弐拾四歩
　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝弐拾四歩
　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　
茂
　　
七
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝弐拾四歩
　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾弐歩
　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
九間
　　　　　　　　　　　 　　　
同
　　
人
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
拾四歩
　　　　　
当持
　　
五間半
　　 　　　　　　　　 　　　
伊
　　
八
　　
此境
　　
間
　
口
　
拾間
　　
町役目
　
弐軒
　　
反
　
歩
　
弐反九畝拾八歩
　　 　　　
内
　　 　　
上畑
　
三畝弐拾弐歩
　　 　　
中畑
　
壱畝九歩
　　 　
新畑成
　
弐反 壱
　　　
奈
　
良
　
町
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口五間半
　
壱畝弐拾五歩
　　
当持共
　　 　　
後江拾間
　　　　　　　　　　　
妙音寺
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
吉祥院
　
一屋舗
　
表口六間
　　
壱畝弐拾四歩
　　
当持
　　 　　
後江九間
　　 　　　　　
万法院
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此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口五間半
　
壱畝六歩
　　　　
当持共
　　 　　
後江六間半
　　 　　　　　　　
万法院
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
伝七後家
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　 　　　　
万法院
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口五間
　　
弐拾五歩
　　　　
当持
　　 　　
後江五間
　　 　　　　　　　
同
　　
院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
茂右衛門
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　 　　　　
妙音寺
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
次兵衛
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
拾八歩
　　　　　
当持
　　
弐間半
　　　　　　　　　　　 　　　
万法院
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一屋舗
　
表口五間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江六間
　　 　　　　　　　
専照寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
与兵衛
　
一六間
　
屋舗畑成
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　 　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一屋舗
　
表口五間
　　
壱畝弐拾歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾間
　　 　　　　　　　
広
　　
次
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口七間半
　
弐畝歩
　　　　　
当持共
　　 　　
後江八間
　　　　　　　　　
妙音寺
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
一屋舗
　
表口八間
　　
三畝六歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　　　　　　　　　
専照寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一三間
　
下畑
　
拾弐歩
　　　　　　　　
当持共
　　
四間
　　 　　　　　　　　 　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
一四間
　
下畑
　
壱畝弐歩
　　　　　　　
当持共
　　
八間
　　 　　　　　　
妙音寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　　
壱畝三歩
　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　　　　　
広
　　
次
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一四間半
　
屋舗畑成
　　
弐畝五歩
　　　
当持
　　
拾四間半
　　　　　　　　　　　　　　
万法院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一壱間半
　
中畑
　
三歩
　　　　　　　　
当持
　　
弐間
　　　　　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
次兵衛
　
一弐間
　　
下々畑
　
弐拾歩
　　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
与兵衛
　
一八間
　　
下畑
　
三畝拾四歩
　　　　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　　　　　
法花寺
　　
此境
　　
間
　
口
　
四拾七間半
　
合
　
町役目
　
八軒
　　
反
　
歩
　
弐反 畝拾六歩
　　 　　　　
内
　　 　　
五畝弐拾壱歩
　
古畑
　　 　　
九畝九歩
　　　
新畑
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鍛
　
冶
　
町
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
助左衛門
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾四歩
　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一七間半
　
屋舗畑成
　
弐畝拾壱歩
　　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
覚兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾九歩
　　　　
当持
　　
九間半
　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾三歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　 　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　
吉
　　
助
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉助江
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伊左衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾九歩
　　　　　
当持
　　
九間半
　　　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
助
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾九歩
　　　　　
当持
　　
九間半
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伊左衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
熊之助
　
一屋舗
　
表口三間半
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾壱間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伊兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
助
　　
此境
　
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉助江
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権四郎
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝拾六歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾壱間半
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
は
　　
る
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　 　　　　　　　　　　　　
伊三郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐次兵衛
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾七歩
　　　
当持
　　
拾間半
　　 　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
新左衛門
　
一屋舗
　
表口五間
　　
壱畝弐拾五歩
　　
当持
　　 　　
後江拾壱間
　　　　　　　　　　
鉄三郎
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　 　　　　　　　　　　　　
仙次郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長左衛門跡仙次郎
江
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
四兵衛
—
96
—
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
弐畝六歩
　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
仙次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長左衛門跡仙次郎
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
万法院
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
弐畝五歩
　　　　
当持
　　
拾四間半
　　　　　　　　　　　　　　
伊三郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八郎跡伊三郎
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
又兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
藤右衛門
　
一屋舗
　
表口五間
　　
三畝歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江拾八間
　　　　　　　　　　
新兵衛
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　　　　　　　　
玄徳寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
三十郎
　
一屋舗
　
表口五間
　　
三畝歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江拾八間
　　　　　　　　　
常学院
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
庄
　　
吉
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
弐畝拾九歩
　　　
当持
　　
拾七間半
　　　　　　　　　　　　　　
庄次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
百次郎跡庄次郎
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
弥次右衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐畝四歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　　　 　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
弥次兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
三畝六歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
市兵衛
　
一屋舗
　
表口三間半
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　 　　
後江九間半
　　 　　　　　　　
元四郎
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
宇兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　
拾五間
　　　　　　　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾六歩
　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
喜左衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
宇兵衛
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　　
当持
　　
拾五間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　
仲右衛門
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
徳兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
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右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
助左衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
徳兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　
仲右衛門
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
次郎兵衛
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾弐間
　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一屋舗
　
表口五間半
　
弐畝弐拾八歩
　　
当持
　　 　　
後江拾六間
　　 　　　　　　
奥右衛門
此境南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
地蔵寺
一八間
　　
下々畑
　
三畝弐拾六歩
　　　
当持
　　
拾四間半
　　　　　　　　　　　　　　
相運寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一弐間
　　
下々畑
　
拾弐歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　　　　　
奥右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
一弐間
　　
下々畑
　
拾歩
　　　　　　　
当持
　　
五間
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一壱間
　　
下々畑
　
弐歩
　　　　　　　
当持
　　
弐間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一三間
　　
下々畑
　
拾五歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　
奥右衛門
　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間
　　
下々畑
　
拾歩
　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
此境同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間
　　
下々畑
　
八歩
　　　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
は
　　
る
　
一壱間半
　
下々畑
　
五歩
　　　　　　　
当持
　　
三間
　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一壱間
　　
下々畑
　
拾歩
　　　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
専念寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間
　　
下々畑
　
拾弐歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一弐間
　　
下々畑
　
八歩
　　　　　　　
当持
　　
四間
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
　　
間
　
口
　
三十八間半
　
合
　
町役目
　
九軒
　　
反
　
歩
　
六反四畝拾歩
　　 　　　
内
　　 　　
六畝弐拾八歩
　　
古畑
　　 　　
三反九 歩
　
新畑
　　
田
　　
町
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
万法院
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝五歩
　　　　
当持
　　
拾四間
　　 　　　　　　　　　　　　
吉
　　
助
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉助江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
太兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　
同
　　
人
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右（朱書）
同断
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長右衛門後家
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾壱間半
　　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
助
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉助江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
惣兵衛後家
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾九歩
　　　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　　　 　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
妙
　　
善
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝八歩
　　　　
当持
　　
八間半
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
庄兵衛後家
　
一屋舗
　
表口六間
　　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　 　　
後江六間半
　　　　　　　　　　
町預り
　　
此境
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
伝兵衛
　
一四間半
　
中畑
　
弐拾三歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　　　　　　　　　　 　　　　
仲右衛門
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　 　　　
伊三郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
堅光院
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾歩
　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長
　　
助
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾五歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　
伊三郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伝兵衛
　
一弐間
　　
下畑
　
拾歩
　　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
伝兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
伊三郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長次郎
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
喜兵衛後家
　
一屋舗
　
表口三間半
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　 　　
後江八間
　　　　　　　　　　　
伊三郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
弥兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　　　　　 　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
勘兵衛
　
一屋舗
　
表口七間
　　
弐畝拾七歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾壱間
　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
字丹波平
　　　　　　　　　
御検地請
　
堅光院
　
一四間
　　
下々畑
　
壱畝歩
　　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　　　 　　
伊三郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
　　
此境
　　
間
　
口
　
拾六間半
　
合
　
町役目
　
三軒
　　
反
　
歩
　
弐反壱畝歩
　　 　　　
内
　　 　　
弐畝三歩
　　　
古畑
　　 　　
壱反四
　
新畑
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山
　
之
　
神
　
町
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
仁兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐畝三歩
　　　　
当持
　　
拾八間
　　 　　　　　　　　　　　　
伊三郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐次右衛門
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　
伊三郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
伊八跡伊三郎江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
市兵衛
　
一四間
　　
下畑
　
拾六歩
　　　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
広円寺
一八間
　　
屋舗畑成
　
四畝八歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
此境右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
宇兵衛
　
一六間
　　
下々畑
　
壱畝弐拾壱歩
　　　
当持
　　
八間半
　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
か
　　
め
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
三畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
川原田裏町権四郎
江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
清兵衛
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
三畝八歩
　　　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
勘兵衛
　
一壱間
　　
下畑
　
五歩
　　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
清兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾六歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
六右衛門
　
一屋舗
　
表口四間
　　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　 　　
後江六間
　　 　　　　　　　
町預り
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
六右衛門
　
一六間半
　
下畑
　
壱畝弐拾弐歩
　　　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　　　 　　　　
熊次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
市兵衛
　
一屋舗
　
表口六間半
　
壱畝弐拾九歩
　　
当持
　　 　　
後江九間
　　　　　　　　　　　
町預り
　　
此境
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
忠兵衛後家
　
一屋舗
　
表口七間
　　
壱畝弐拾六歩
　　
当持
　　 　　
後江八間
　　 　　　　　
町預り
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
勘兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
熊次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
清兵衛
　
一壱間
　　
下畑
　
弐歩
　　　　　　　　
当持ち
　　
弐間
　　 　　　　　　　　　 　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
清兵衛
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一壱間
　　
下々畑
　
弐歩
　　　　　　　
当持
　　
弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
熊次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
六兵衛
　
一五間
　　
下畑
　
弐拾五歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
常宝院
　
一弐間
　　
下々畑
　
六歩
　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　
常学院
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
多十郎後家
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　　
此境
同側字炭灰谷
　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　　　　
常学院
　　
此境
同側右同断
　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　
同
　　
院
此境同側右同断
　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　
同
　　
院
此境南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
本典寺
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
三畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
同側高外
　　　　　　　　　 　　　　
当持
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾歩
　　　　　　　　
仲右衛門
　　
五間
　　
此境
同側高外
　　　　　　　　　　　　　　　
当持
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　　
同
　　
人
　　
四間
　　
此境
　　
間
　
口
　
拾七間半
　
合
　
町役目
　
三軒
　　
反
　
歩
　
三反七畝拾三歩
　　 　　　
内
　　 　　
五畝九歩
　　　　
古畑
　　 　　
弐反七 拾五歩
　
新畑
　　
鍛
　
冶
　
沢
かち沢
　　 　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一七間
　　
下畑
　
壱畝弐拾六歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
玄光院
　
一弐間
　　
下畑
　
拾壱歩
　　　　　　　
当持
　　
五間半
　　　　　　　　　　　　　　　
市左衛門
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
市左衛門江
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一壱間
　　
下畑
　
三歩
　　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　　　　　 　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
弥市右衛門
　
一五間
　　
下畑
　
三歩
　　　　　　　　
当持
　　
拾五間
　　　　　　　　　　　　　　　
仲右衛門
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
字山之内
　　　　　　　　　
御検地請
　
喜左衛門後家
　
一四間
　　
上畑
　
弐拾四歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
五右衛門
　
一五間
　　
上畑
　
壱畝歩
　　　　　　　
当持
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六間
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
五右衛門
　
一弐間半
　
上畑
　
九歩
　　　　　　　　
当持
　　
三間半
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
右
　　
京
　
一弐間
　　
下畑
　
四歩
　　　　　　　　
当持
　　
弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
五右衛門
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
仲右衛門
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
喜左衛門後家
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾六歩
　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　　 　
仲右衛門
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
字山之内
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　　　 　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
かち沢
　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一七間
　　
上畑
　
壱畝弐拾六歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
権
　　
助
　
一九間半
　
屋舗畑成
　
五畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　 　　　　　　　　　　　　
仲右衛門
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
長右衛門跡仲右
衛門
江
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　　　　
鉄三郎
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
市左衛門
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝八歩
　　　　
当持
　　
八間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　 　　　
同
　　
人
　　
此境
山之内
　　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一弐間
　　
下畑
　
六歩
　　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　
武右衛門
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
市左衛門
　
一三間
　　
中畑
　
弐拾五歩
　　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾弐間半
　　　　　　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
かち沢
　　　　　　　　　　
御検地請
　
権
　　
助
　
一三間
　　
下畑
　
弐拾七歩
　　　　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　　　　　　
鉄三郎
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一七間半
　
下畑
　
三畝拾五歩
　　　　　
当持
　　
拾四間
　　 　　　　　　　　　　　　
篤兵衛
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地請
　
権
　　
助
　
一三間
　　
下畑
　
壱畝歩
　　　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
山之下
　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一壱間
　　
下畑
　
三歩
　　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
大光院
　
一三間
　　
下畑
　
拾八歩
　　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
つ
　　
ま
—
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此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
つま江
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
院
　
一六間
　　
下畑
　
弐畝拾八歩
　　　　　
当持
　　
拾三間
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　
此境
かち沢
　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　
鉄三郎
此境同所
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝五歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　 　　　
同
　　
人
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
一九間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
同
　　
人
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一六間半
　
屋舗畑成
　
弐拾九歩
　　　　
当持
　　
四間半
　　 　　　　　　　　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
右同断
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　　
退転地
　　
九間
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
右同断
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾壱歩
　　　　　　
右同断
　　
三間半
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾六歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
専念寺
同所
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
拾四歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　　　　　　　　 　　　　　
専念寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
同所
　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　
七間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
寺
　　
此
同所
　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一七間半
　
屋舗畑成
　
三畝歩
　　　　　
当持
　　
弐拾間
　　 　　　　　　
同
　　
寺
　　
此境
　
合
　
反歩四反九畝拾四歩
　　 　　　　
内
　　 　
壱反六畝拾三歩
　
古畑
　　 　　
三反三畝壱歩
　　
新畑
　　　
九郎左衛門町
南側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
久左衛門
　
一屋舗
　
表口三間
　　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　 　　
後江拾間
　　 　　　　　　　
仙次郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝拾四歩
　　　
当持
　　 　　
後江拾壱間
　　　　　　　　　　
代
　　
蔵
　　
此境
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
市左衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾五歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　 　　　　
仙次郎
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
茂兵衛
　
一屋舗
　
表口六間
　　
弐畝三歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾間半
　　　　　　　　　　
な
　　
か
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
玄
　　
悦
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　 　　　　　　　　　　　　
吉
　　
太
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
　　
此境
—
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同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
七兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
市学院
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　　　 　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
助左衛門
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾歩
　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　
吉
　　
太
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
幸右衛門跡吉太
江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
弥市右衛門
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
吉右衛門
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
庄兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
与十郎
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　　　
吉
　　
太
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
喜兵衛
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
拾九歩
　　　　　
当持
　　
七間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
甚十郎
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾四歩
　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　　　　
熊次郎
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
四郎右衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
権兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
福正院
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
常学院
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
弐畝三歩
　　　　
当持
　　
拾四間
　　 　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾五間半
　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
四畝四歩
　　　　
当持
　　
拾五間半
　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　　
此境
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同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伝兵衛
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾五歩
　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　
八間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　
此境
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾三歩
　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
広円寺
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
弐畝弐拾歩
　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
寺
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
寺
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾六間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
教学院
　
一屋舗
　
表口七間
　　
壱畝弐拾三歩
　　
当持
　　 　　
後江七間半
　　　　　　　　　　
安岡
　
石見
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一屋舗
　
表口三間半
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　　　　
後
江
八間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
ひ
　　
ん
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
善兵衛跡さき江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
七間
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
又兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾六歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　 　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一屋舗
　
表口四間
　　
壱畝弐拾三歩
　　
当持
　　 　　
後江八間
　　 　　　　　　　
鉄三郎
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
市学院
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾歩
　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　　　 　　　　
さ
　　
き
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
さき江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長三郎
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾七歩
　　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
甚十郎
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾五歩
　　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　　　
同
　　
人
　　
此境
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長三郎
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
弐畝壱歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　 　　　　　　　　　　 　
同
　　
人
—
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右（朱書）
同断
　　
此境
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
七郎兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝九歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
　　
此境
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
善兵衛跡さき江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
六右衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　
拾壱間
　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
　　
此境
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉之助事三之助
江
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
善兵衛
　
一屋舗
　
表口四間半
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　 　　
後江七間
　　　　　　　　　　　
市左衛門
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
福正院
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾弐歩
　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　 　　　　
三之助
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉之助事三之助
江
　　
此境
北側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
常学院
　
一屋舗
　
表口三間
　　
拾壱歩
　　　　　
当持
　　 　　
後
江
三間半
　　　　　　　　　　
町預り
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一屋舗
　
表口六間半
　
弐畝五歩
　　　　
当持
　　 　　
後江拾間
　　　　　　　　　　　
右同断
　　
此境
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
新兵衛
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　 　　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
川原田裏町権四郎
江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾六歩
　　　　
当持
　　
六間半
　　　　　　　　　　　　　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
川原田裏町権四郎
江
　　
此境
同側
　　　
町役目壱軒
　　　
御検地請
　
孫兵衛
　
一屋舗
　
表口四間半
　
壱畝拾五歩
　　　
当持
　　 　　
後
江
拾間
　　　　　　　　　　　
つ
　　
ま
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
三十郎
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　 　　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
川原田裏町権四郎
江
　　
此境
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
は
　　
つ
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　　
此境
丹波平
　　　　　　　　　　
御検地請
　
甚
　　
助
　
一四間
　　
下畑
　
弐拾八歩
　　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　
伊
　　
八
　　
此境
　　
間
　
口
　
五拾間
　
合
　
町役目
　
拾軒半
　　
反
　
歩
　
六反六畝五歩
　　 　　　
内
　　 　　
弐拾八歩
　　　
古畑
　　 　　
五反 弐
　
新畑
　　　
九郎左衛門裏町
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
市学院
　
一壱間半
　
屋舗畑成
　
五歩
　　　　　　
当持
　　
三間
　　　　　　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
善兵衛跡さき江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
常学院
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
福正院
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝五歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐拾六歩
　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　
さ
　　
き
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文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
善兵衛跡さき
江
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伝兵衛
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三十郎
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾八歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一四間
　　
下畑
　
弐拾四歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
称名寺
丹波平
　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一三間
　　
下々畑
　
拾五歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　 　　　　　
同
　　
人
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
鳥之助
　
一三間半
　
下畑
　
弐拾壱歩
　　　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　 　　 　
代
　　
蔵
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一四間
　　
下々畑
　
弐拾八歩
　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　 　
同
　　
人
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一三間
　　
下々畑
　
弐拾八歩
　　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　 　　
伊
　　
八
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
佐兵衛
　
一弐間
　　
下々畑
　
六歩
　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　 　　 　
伊
　　
八
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一壱間
　　
下々畑
　
五歩
　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　 　　 　
同
　　
人
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
源太郎
　
一三間
　　
下々畑
　
弐拾四歩
　　　　　
当持
　　
八間
　　 　　　　　 　　 　
奥右衛門
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
半右衛門
　
一五間
　　
下々畑
　
壱畝五歩
　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　 　　 　
奥右衛門
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
孫兵衛
　
一弐間
　　
下々畑
　
六歩
　　　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
同所
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一三間
　　
下々畑
　
拾弐歩
　　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　 　　　　　
同
　　
人
字山之神上
　　　　　　　　
御検地請
　
右
　　
京
　
一弐間
　　
中畑
　
拾歩
　　　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　 　　 　
代
　　
蔵
南側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
三間
　　 　　　　　 　　 　
三十郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　 　　 　
同
　　
人
南側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　　　 　
三十郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　 　　
同
　　
人
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾歩
　　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　 　　 　
同
　　
人
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　 　　 　
三十郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一壱間半
　
屋舗畑成
　
拾壱歩
　　　　　
当持
　　
七間
　　　　　　　　　 　　 　
同
　　
人
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
八歩
　　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　　　 　
同
　　
人
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
拾八歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　 　　
三十郎
　
合
　
反歩
　
壱反八畝五歩
　　 　　　　
内訳
　　 　
七畝歩
　　　　
古畑
　　 　　
壱反壱 五歩
　
新畑
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弥左衛門町
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
半兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐畝三歩
　　　　
当持
　　
拾八間
　　 　　　　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
甚右衛門
　
一三間
　　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
北側
　　　　　　　　　
御検地請
　
弥五兵衛
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　
熊次郎
文（朱書）
政十
二丑年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
熊次郎江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
佐之助
　
一三間半
　
屋舗畑成
　
壱畝三歩
　　　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　 　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三右衛門
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
吉兵衛
　
一五間半
　
屋舗畑成
　
弐拾弐歩
　　　　
当持
　　
九間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾四歩
　　　　　
当持
　　
七間
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
茂兵衛
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
四畝歩
　　　　　
当持
　　
弐拾間
　　　　　　　　　　　　　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
川原田裏町権四郎
江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
甚右衛門
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
七間
　　　　　　　　　　　 　　　
権四郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ□川原田裏町権四郎
江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
茂兵衛
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾四歩
　　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
金十郎
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　
九間半
　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
市郎兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　
五間
　　 　　　　　　　 　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
甚十郎
　
一壱間半
　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
拾間
　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
伝十郎
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾歩
　　　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　 　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　
合
　
反歩
　
弐反七歩
　　　
本
　　
町
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
惣兵衛
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝拾八歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　 　　　
法花寺
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
伊兵衛
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
拾五歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　　　　　　　　 　　 　
鉄三郎
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
徳兵衛
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
弐拾四歩
　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　 　　　
鉄三郎
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一壱間半
　
屋舗畑成
　
拾六歩
　　　　　
当持
　　
拾間半
　　 　　　　　　　　　　　　
さ
　　
き
北側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
助右衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　 　　　　　　 　　　
法花寺
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一五間
　　
屋舗畑成
　
弐畝歩
　　　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　 　　　
同
　　
寺
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
徳兵衛
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一三間
　　
屋舗畑成
　
壱畝弐歩
　　　　
当持
　　
拾間半
　　　　　　　　　　　　　　　
三十郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長左衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
壱畝壱歩
　　　　
当持
　　
拾弐間半
　　　　　　　　　　　　　　
鉄三郎
南側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
長兵衛
　
一四間半
　
屋舗畑成
　
壱畝拾七歩
　　　
当持
　　
拾間半
　　 　　　　　　 　　　
法花寺
同側
　　　　　　　　　　　
御検地請
　
ま
　　
さ
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
拾六歩
　　　　　
当持
　　
四間
　　 　　　　　　　　　　　　
三之助
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
吉之助事三之助
江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
吉右衛門
　
一弐間半
　
屋舗畑成
　
弐拾壱歩
　　　　
当持
　　
八間半
　　 　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
源右衛門
　
一拾間
　　
屋舗畑成
　
四畝拾五歩
　　　
当持
　　
拾三間半
　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
南側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一七間
　　
下畑
　
弐畝三歩
　　　　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　　　 　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
同
　　
人
　
一八間
　　
下畑
　
弐畝弐拾歩
　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
源右衛門
　
一四間
　　
屋舗畑成
　
壱畝六歩
　　　　
当持
　　
九間
　　 　　　　　
三十郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
三左衛門事三十郎
江
同側
　　　　　　　　　
御検地請
　
三十郎
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
拾弐歩
　　　　　
当持
　　
六間
　　 　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
同側
　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
弐拾歩
　　　　　
当持
　　
拾間
　　 　　　　　
竹次郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
弐畝八歩
　　　　
当持
　　
八間半
　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一弐間
　　
屋舗畑成
　
七歩
　　　　　　
当持
　　
三間半
　　　　　　　　　　　　　　　
鉄三郎
同側
　　　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一八間
　　
屋舗畑成
　
三畝弐拾弐歩
　　
当持
　　
拾四間
　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
南側
　　　　　　　　　　　
御検地之節上ヶ屋敷
　
一六間
　　
屋舗畑成
　
弐畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾弐間
　　　　　　　　　　　　　
三十郎
文（朱書）
政十
二
丑
年六月十七日、十左衛門後家とわ
ゟ
三左衛門事三十郎
江
同側
　　　　　　　　　
御検地之節右同断
　
一七間
　　
屋舗畑成
　
三畝拾弐歩
　　　
当持
　　
拾四間半
　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
人
右（朱書）
同断
　
合
　
反歩
　
三反四畝弐拾七歩
　　
間口
　
四百九拾六間半
惣寄
　
軒役
　
百弐拾軒
　　　
反歩
　
五町四反八畝拾七歩
安政五午年十月　　　　　　　　　　　
名主
　　
鉄三郎㊞
（ 『佐渡相川の歴史
　
資料編五
　
二見・相川近世文書』「安政五年屋舗帳」 ）
史料一四天和元年一
　
鈴木三郎九郎家来柳川儀右衛門と云もの
〔中略〕
此節
町見をなしたる里数左の如し〔中略〕一
同所（大門）より上相川番所迄二十三町拾壹軒高サ六拾
444444444444444444444444
壹丈 尺六寸四分
44444444
一
羽田町より上相川番所迄高サ七拾貳丈八尺五寸壹分
4444444444
〔中略〕一六拾枚番所より甚五釜ノ口迄三町壹間三尺一同所より孫兵衛釜ノ口迄四町三拾八間 尺壹寸一同所より雲子釜ノ口迄六町三拾八間壹尺壹寸〔中略〕
—
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一
上相川番所より金北山へ三里貳拾壹町
44444444444444444
一同所より和泉へ三里三拾町〔後略〕
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料一五寛保三癸亥年一
　
九月中町方役へ申渡相川町筋の間数相改左の如し
　　
同所（御役所）より六拾枚口番所迄
　
拾八町五拾
三間餘　　
同所〔御役所〕より上相川番所迄間数
　
貮拾貮町六間
餘
（ 『佐渡年代記』上巻）
※同様の記述が『佐渡国略記』にあり史料一六（正保二年）酉年六月晦日、小床屋ニ而者筋金山吹銀脇江散候儀無心元候間、町床屋相止慥成者五六人ニ申付、壱ヶ所ニて為吹毎日吹申候 金銀帳面ニ記、月切ニ御勘定所江差出シ、床屋ニ者扶持人弐人横目申付可然由、尤後藤銀ハ極印座床屋ニ而吹候得者、此度公儀床上後藤銀為吹被申間敷由、勿論 役茂前々之通リ相勤候様ニ江戸
ゟ
被仰遣
床主
　　
浅岡善兵衛
　　
松木長右衛門
　　　　　　　　　
山田次左衛門
　
柏原善左衛門
此節大床屋六件、吹分床屋八軒、小 五拾四軒、何連茂御役銀壱ヶ月ニ大床屋壱軒ニ付八拾目、小床屋同四拾目、吹分床屋同三拾五匁（ 『佐渡国略記』上巻）史料一七（享保八年）卯、諸買石銘々吹立候灰吹銀、買石之内床屋六軒ニ御定役人立合ニ而吹立可申由、其後享保十巳五月より相川三ヶ所寄床御 、諸買石銀山ニ而値入不仕候安鏈御直粉成ニ被成候、則粉成所左ニ記、此節之諸買石人別者別冊買石名寄帳ニ記上爰ニ記ス一、床屋六軒
　
鍛冶町買石
　　　　
坂下買石
　　　　　　　　
三右衛門
　　　
藤四郎
　　
大工町買石
　　　　
壱町目買石
　　 　　　　
伊兵衛
　　　　
八兵衛
　　 　　
夕白町買石
　　　　
同浜町銅床買石
　　 　　
次郎右衛門
　　
伊右衛門
坂町東側忠右衛門持分享保九辰五月御買上
　　
粉成所役
一、鏈粉成所壱ヶ所
　
面五間半
　　　
橋本権平
　　　　　　　　　　
後へ拾四間
　　
井上茂兵衛
坂町東側源右衛門市右衛門持分享保十巳四月同十五戌九月両度御買上一、寄床屋壱ヶ所
　　
面七間半
　
後へ拾四間半
大床屋町東側鉄三郎持分享保巳三月御買上一、同（寄床屋）壱ヶ所
　
面九間
　
後江弐拾三間
茶屋町太郎兵衛長吉持分享保十巳三月御買上
44444444444444444444
一、
同（寄床屋）壱ヶ所
44444444
　
面拾間半
4444
　
後江六間
4444
此床屋享保十九寅四月五郎右衛門町江引、右坂町、大床屋
4444444444444444444444444
町、茶屋町、巳三月十一日ニ被仰付、四月十一日より金銀
444444444
吹立申候
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一八（享保九年八月）同廿五日、
茶屋町市平上ヶ屋敷表四間後
4444444444444
江七間之内、表壱間半後江七間法花寺浦道濃水ニ而痛
444444444444444444444444
候間、
御頼可被下由法花寺願ニ付被仰付
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一九宝暦九己卯年一
　
金銀山鏈石粉成吹立をなす勝場床屋と云所相川町々の
内所々に散在し不締たるにより去年十二月石谷備後守伺の上御役 内空地六百五拾坪餘の所へ引移し吹所小判所とも一曲輪に構たきよしを伺ひし處同年二月伺の通りたるへき旨御沙汰により同廿六日より普請に取掛る是よりして一曲輪の内を寄勝場と唱ふ
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料二〇（延宝五年）当巳十一月七日、
分床屋上相川三郎兵衛ニ被
444444444444
仰付、十二月朔
4444444
日
4ゟ
4金銀吹立申候得共、諸買石致難儀候故
44444444444444444
二軒ニ罷成候
44444
、其節江戸より之御状、家之儀者清左衛門床
屋すくニ可申付由、少々痛申所普請出来次第為吹可申候（ 『佐渡国略記』上巻）史料二一「佐渡国誌資料集」巻二年不詳（宝暦以後）相川町々屋敷・畑反別集計
( 巻二
)
町屋敷
　　　　　　
畑
山神
　　
一畝十二歩
　　　　
五畝九歩
鍛冶沢
　　
三段三 一歩
　　　
一段六 十三歩
鍛冶町
　　
五段七畝五歩
　　
七畝五歩
田町
　　　　　
一段八畝廿七歩
　　
二畝三歩
弥左衛門町
　　
二段七歩
　
—
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九郎左衛門町
　
六段五畝二歩
　　　
廿八歩
同裏町
　　　　
一段一畝 歩
　　
七畝歩
上床屋町
　　　
四段五畝 歩
　　
三歩
外記町
　　　　
九畝廿六歩
　　　　
一畝廿四歩
番屋町
　　
一段二 十五
本町
　　　　　
三反二畝廿四歩
　　
二畝三歩
小右衛門町
　　
三反八畝三歩
上相川町
　　　
四反五畝廿六歩
柄杓町
　　　　
一反一畝十二歩
　　
一反四畝二歩
茶屋町
　　
二反四畝十七歩
　　
五畝 歩
奈良町
　　
二反 畝廿五歩
　　
五畝廿一歩
　　
以上上相川
〔後略〕
（ 『佐渡近世・近代資料集―岩木文庫―』下）
Ｂ２
　
遊女町の成立
史料二二相川遊女町之事
　
一、慶長年中小六町ニ遊女有之
元和ノ此
4444
上相川柄杓町ニ遊女出来
44444444444
両所ニテ轡ノ数三拾人壱軒ニ遊女
三四拾人程宛召抱惣高千二百人余有之太夫花代一夜五匁宛並遊女ハ直段高下有扨又銀山繁盛之節ニテ他国ヨリ山稼致者大勢来リ着類洗濯等ニ差支候故聞及又々他国ヨリ女数多来ル壱人ノ代銀弐百目位ヨリ四五百目迄ニ買此内ニ耳ニくわんノ付タル女モ有此者ハ主人ノ持雇女ト云壱町ニ五人七人或ハ拾人弐拾人別テ下通リ坂下町ト三丁目ヲ水町ト云雇女ノ役銀壱ヶ月ニ壱 ニ付壱匁宛遊女之内太夫者者役銀五匁並遊女ハ花代ニ准シ相納扨又元和未寛永ノ比山崎町ニ遊女出来殊外繁盛ニテ小六町
柄杓町遊女段々減シ
444444444
尤慶安万治
ノ比迄少々ハ有之勿論町々雇女モ減シ山先町次第ニ繁盛罷成正保四亥年迄此所ニモ遊女之外 有之寛文五巳年町々之雇女之内宜女ハ山先町江引取遊女に成残ハ御家中並町々江奉公ニ出ル正保元申二月 々雇女之数百四拾九人勿論其節山先町ノ遊女モ減シ太夫ノ数四拾弐人其後年々増減有之其節ノ 主人並太夫の名所左ニ記ス
　
あまつ夜見
世の事
　
○山先町ノ者享保二酉年水金町江引越候件ハ略記
九ノ巻ニ記ス
　
○小六町ニ道伝ト云轡有遊女モ大勢抱身上
モ宜居屋敷之内座敷モ数多有坪は大キ成山ヲ築泉水ヲ穿是ニ橋ヲ掛向ニ茶屋ヲ立此築山 形地天和、貞享ノ比迄有之道伝或時伊勢参宮致候処故有而伊勢路ヨリ引帰則右持参之金子ニテ下寺町右坂ヲ寄進ス
　　
山先町太夫並主人名前
　
正保三戌六月
金作・龍立・伏見・一鴬
　
主加賀平兵衛・こわた・あさじ・
たね・三笠・とら・長津・小藤・りん・主越後屋嘉左衛門　
小ぎん・左馬助・早雲・馬間
　
主外山与八郎
　
石州・小
垣
　
主外山次郎七
　
み屋・つる
　
主越後九郎兵衛
　
成身
　
主三川十右衛門
　
ろく・くゆ・かめ靍
　
主意仙
　
長門・紅
葉
　
主外山伝次郎
　
長くら・尾山・たんか・くに
　
主伊勢
三郎右衛門
　
いち・ふじ・はなみ
　
主佐渡伝十郎
　
小太
夫・数馬・吉野
　
主佐渡甚右衛門
　
せん
　
主佐渡五郎助
　
まん・まき・はる
　
主越後徳右衛門
　
日向・伊折
　
主大坂
庄右衛門
　
女合四拾弐人
　
主合拾四人
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料二三右御支配之節、銀山大盛ニ付此節越前菰カブリ出羽庄内ヨリ駄賃持大勢来リ北沢ニ住居ス　
慶長十九甲寅年
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料二四（承応三年）午十二月廿七日、
上相川九郎左衛門町熊野比
444444444444
丘尼清音尼死去
4444444
、法号観宝清音大姉、此二代清宝寛永三寅
年当国江来ル
（ 「佐渡国略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料二五一、
伝説に上相川柄杓町と申所に以前は比丘尼数多居候て
444444444444444444444444
相川中勧進等致し、内々は売女同前の義にて柄杓役と申を
44444444444444444444444444
公納致し、其後山崎町え引移り
44
　
当時の会津町
　
此時は並
の売女を抱へ 山崎役と申を公納致し、其後享保の始水金町え引移候段申伝候処 古来の書物を見申候へば伝説 相違も御座候。慶長十八丑年の書物に銀十六貫八百四十目余山崎ひさく役と有之。夫より元和元卯年迄年々ひさく役相見え候。元和二辰年より山崎町役と名目改り夫より年々如此有之候。是を以て相察候処、慶長年中より元和元卯 迄は山先町にて比丘尼を抱へ翌
辰年より上相川柄杓町え引移
4444444444444
り
4
其跡山先町にては売女を抱え御役差出候事と相見え申候。
其証は明暦二申年三月の宗門改上相川九郎左衛門 並後町の帳面に、熊野比丘尼 十人有之此内生国分け伊勢十四人遠江一人、伊賀七人、佐渡八人是等の趣に御座候。此時節は柄杓町には一人も見え不申候へ共、上相川の内隣町にて御座候。如此、往古は僧尼遊民の類迄他国より多く入込居申候。享保の中頃迄も勧進小比丘尼町々を相廻り近年迄
—
111
—
老尼一両人も死残候者有之候処、当時は絶果申候。但道心尼は当時も多く有之候。是等も古今転変の風俗に御座候故書記申候。
　
（ 「佐渡四民風俗」 『佐渡叢書』十巻）
　
史料二六正徳五丁未年一
　
山崎町の賣女屋を水金澤へ引移す
　
相川立始りの頃は
上相川茶屋坂の邊を山崎町と唱へて遊女あり
44444444444444444444
又小六町邊に
も賣女屋ありて轡預を道傅と云ふ壹軒に三四拾人宛抱へて太夫と云ふもの壹人の役銀五匁宛出せしと云ふ新町
　
今の
三丁目
　
には雇ひ女あり夥敷他國より来たり縫物洗濯物等
をなし後には山崎町遊女とも成しと云
（ 『佐渡年代記』上巻）
Ｂ３
　
上相川の御米蔵
史料二七（元禄元年）辰二月十五日、夜九郎左衛門町清十郎、
上相
44
川御米蔵ノ家尻ヲ切、御米ヲ盗出候所
44444444444444444
、蔵番見付捕出、御
吟味之上清十郎父子弐人死罪
（ 『佐渡国略記』上巻）
※同様の記述が『佐渡年代記』にあり史料二八承応二癸巳年一
　
相川四町目〔中略〕此節御米蔵山之神愛宕町に弐軒須
灰谷に三軒石扣町に壹軒鹿伏村に壹軒
上相川に壹軒
444444
都合八
軒ありしと云
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料二九　　
御米蔵
慶長年中始リテ左門町西側二五間七間ノ蔵ヲ立ツ。 〔中略〕寛永ヨリ承応迄五間ニ十八間ト五間ニ十五間トノ蔵下山之神愛宕町ニ有之。其頃
上相川今ノ法花寺境内ノ蔵万治二
444444444444444
己亥
44
年水金沢ヘ移ストモ言フ
44444444444
。上相川番所、下鹿伏、下相
川両村此三ヶ所ノ蔵米ハ其近辺町ヘ御払ヒ上相川鹿伏ノ蔵、元禄年中コボチ取ル下相川村ノ郷蔵ハ享保年中堕テリ。〔後略〕
（ 『佐渡相川志』 ）
Ｂ４
　
集落の道・坂普請
史料三〇
（寛延二年十月）同廿一日
ゟ
、
上相川茶屋坂橋御普請
4444444444
、御
目付役藤浪次郎兵衛、人足百七人
ゟ
公儀、勿論留木上相川
御林ニ而御伐被成、残枝木七拾六束三歩御勝、町同心吉村儀市郎・藤井伊七郎
（ 『佐渡国略記』上巻）
　
※同様の記述が『佐渡風土記』巻之中にあり
史料三一（宝暦七年一月）同十六日、 〔中略〕外茶屋坂道普請
4444444
人足
賃銭弐貫九百七拾六文御広間より町年寄仲間へ借用、人足共江相渡、町々小間割壱間ニ付三文五分壱厘宛取立、御広間へ相納
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料三二（天明五年二月）廿一日、庄右衛門町与左衛門角、
上相川
444
茶屋坂上ノ口之所、石垣よこ弐間三尺程、高八尺程損所有
44444444444444444444444444
之ニ付、町役人
ゟ
書付を以相届候ニ付、御普請場所ニ付御
目付役柿浪市之丞・御ふしん所より下山左太夫・人足頭久右衛門見分積リ立ニ付、立会小頭萩野喜左衛門・我等罷越
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料三三（寛政三年六月）六日、
今般上相川所々道普請
4444444444
、先達而見
分願出候、則被仰付候ニ付、右ふしん懸リ町同心中川丈右衛門ト渡部覚左衛門両人江八太夫様被仰付候、 人足百九拾四人
（ 『佐渡国略記』下巻）
Ｂ５
　
上相川の絵図作成
史料三四（享保十八年六月十三日）同日、
羽田村喜右衛門、上相川
44444444444
上ヶ地畑ニ願、地方役見分
444444444444
（ 『佐渡国略記』上巻）
※
 舟崎文庫所蔵「上相川一筆絵図」 （欠年）裏書に「
羽田村喜左衛
444444
門新田畑望場所
4444444
　
上相川絵図
　
味方孫太夫扣」とある。
史料三五宝暦二壬申年一
　
正月廿日を限り在々并
相川町々より絵図を記して出さ
44444444444444
しむ
44
（ 『佐渡年代記』上巻）
　
※「上相川絵図」の作成された年代
—
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Ｃ
　
上相川・六十枚番所
史料三六慶長六辛丑年一
　
相川
　
初は鮎河と云
　
の内羽田村
　
〔中略〕
　
此年上相川
に大山祇の社を建て金銀山の鎮守とす五十里
上相川に番所
444444
を立るといふ
444444
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料三七（慶長六辛丑年）一
　
下戸五十里
上相川
444
　
十分一始ル
（ 『佐渡風土記』巻之中）
史料三八　　　
上相川番所
44444
当役所慶長年中ヨリ
444444444
五味伊太夫　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　
相川各番所
　　　　　 　　　
〔中略〕
　　
六十枚番所
　　　
 当役始リノ年暦銀山開発ノ年ニ同
444444444444444
ジ
。
　　　　
渡部甚兵衛
44444
　　　
赤江橋権右衛門
4444444
（ 『佐渡相川志』 ）
史料三九　　　
上相川番所
慶長年中ニ始ル。此所ヨリ金北山ヘ三里廿一丁。道筋ニ石
44444444444444444444444444
像ノ地蔵菩薩正徳二壬辰年六月廿四日造立セリ
444
。願主勘四
郎町治左衛門、二丁目甚兵衛。
（ 『佐渡相川志』 ）
史料四〇「聞見録」元和八年相川番所、大間・羽田・
上相川
444
・材木町・海府ノ
五ヶ所ナリ
（ 『佐渡近世・近代資料集―岩木文庫』上巻）
史料四一一ヶ年分諸番所御役并諸役納リ覚　〔前略〕一　
四貫八百八拾七匁壹分
4444444444
　　
上相川番所
44444
　〔中略〕
　　　　
上相川
一
　
七拾貳匁
　　　　
柴札
　〔後略〕
　（ 『佐渡風土記』巻之中）
史料四二（天和元年）酉六月、御奉行手廻り代官柳川儀右衛門、一国町見致絵図仕立、
〔中略〕
其節町見ノ道法左ニ記、
〔中略〕
同所（大門）より上相川番所迄弐拾三町拾壱間高サ六十一
4444444444444444444444444
丈壱尺六寸四歩
・羽田町より上相川番所迄高サ七拾弐丈八
尺五寸 歩間数ニ直シ百弐拾壱間弐尺五寸壱歩
〔中略〕
上
4
相川番所より金北山江三里廿壱町
4444444
・同所より祓川エ三十五
丁三十五間
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料四三寛政七乙卯年一
　
去年中江戸表え伺し
甚五雲子両間歩休山外吹買石差止
444444444444444
の儀伺濟に付両間歩番所役六 枚口番所役坂本え定番役外
44444444444444444444444444
吹床屋番等拾餘人不用になり銀山定雇の者十四人外吹床屋
444444
下改小遣等も暇遣す
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料四四享保十乙巳年一
　
上相川番所役野上孫右衛門
444444444444
事青盤間歩穿子請直右衛門
と云町人を討捨しにより孫右衛門並引合町人共吟味之上山岡傳五郎松平平蔵より伺し処 御構無之其儘可為相勤旨御差図あり
〔中略〕
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料四五（寛延三年八月）同十一日、町方御役所より町々江御触之趣　　
申触候
　
一、当御収納米、郷蔵詰不相済候内、在々より相川江持
出売買之事停止ニ被仰付候間、下戸・海府・
上相川、右三ヶ
4444444
所之番所口留ニ候間、此以後自然隠買等致候者後日ニ相知
44444444444444444444444444
レ候ハバ、越度可被仰付候条、堅此旨を相守可申候
444444
、然共
　
米並作徳米なり共、無拠儀有之取寄度筋有之候ハハ、別
度可願出候、伺之上、御広間より之切手を以通用可為致候間、不隠置有躰ニ可願出候事、右之通、早速町々江相触可申候　　　　
午八月十一日
　　　　　　　
町方役両人名印
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料四六宝暦三癸酉年
—
113
—
一
　
八月四日脇坂主計より御代官へ郷村引渡の事を達す
　〔中略〕　　
佐州奉行附之分
　〔中略〕上相川御番所役貮人444444444
　
五味半十郎
44444
　
中山四郎右衛門
4444444
　〔後略〕
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料四七（宝暦八年九月）同十六日、大間・羽田・
上相川三ヶ所御
4444444
番所相止
4444
、十月廿六日右御番所役御引、則役替
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料四八宝暦九己卯年一
　
生魚商賣の事
〔中略〕
上相川口よりも商ひ物入来るに
44444444444444
付六拾枚口番所役改之
4444444444
　
上相川口番所止しに依て也
444444444444
　
折々
44
見廻り例年九月より翌正月迄は通米有之時節に付別而度々
4444444444444444444444
見廻上相川武右衛門中使伊兵衛通役を取立油断無之様聲を
444444
掛尤心附たる筋於有之は早速可申聞旨を沙汰す
4
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料四九（宝暦十年六月）同廿三日、左之通御役替　〔中略〕六十枚
　
中山四郎右衛門・井戸多兵衛
　〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料五〇（天明六年八月）廿五日、御役替　〔中略〕
床や定役より六十枚口定役格水品安右衛門、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料五一（寛政五年十二月）三日、御役替、
〔中略〕
六十枚鹿野源右
衛門、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料五二（寛政七年）甚五間歩・雲子間歩両山共御差上、山師下田利左衛門・大坂惣左 両人共割間歩へ被仰付、弐人扶持計、
六十枚口御番所・雲子御番所詰合無之ニ付、上相川町
444444444444444444444444
役人見廻リ被仰付
44444444
両山掛リ合之者御暇被仰付候者共上相川山留伊太郎・同所帳 藤左衛門
44444444444444444
・〔中略〕
〆拾四人浪人
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料五三（安永四年）未八月廿八日、役替、
〔中略〕
六十枚江藤浪次
郎兵衛、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料五四六十枚番所ヨリ道法甚五間歩釜口へ
　　
三丁
　
壱間三尺
弥兵衛間歩へ
　　　
四丁卅八間一尺
雲鼓間歩へ
　　　　
六丁卅八間一尺 寸
甚五間歩ヨリ向山甚右衛門上口へ南北ノ開キ六丁 拾八間同所向山甚右衛門上口へ弐丁
　
廿九間余
（ 『佐渡相川志』 ）
史料五五（欠年）相川町夜番詰会所書上　　　
夜番詰会所
　〔中略〕一　
上相川ニ一ヶ所
4444444
　　　　
〆弐拾八ヶ所
（ 「相川町甲賀家文書」明治大学刑事博物館蔵
　　
『新潟県史
　
資料編９
　
近世四』所収）
Ｄ１
　
上相川の神社
史料五六慶長六辛丑年一
　
相川
　
初は鮎河と云
　
の内羽田村
　〔中略〕
　
此年上相
4444
川に大山祇の社を建て金銀山の鎮守とす
444444444444444444
五十里上相川に番
所を立るといふ
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料五七（宝暦六年五月）同十七日、
上相川山ノ神町大山祇ニ能可
4444444444444
有之所、故有而
4444444
相止
44
　（ 『佐渡国略記』上巻）
史料五八　　
大
　
山
　
祗
　　　
社地十二間二十間
　
七畝拾歩除地上
山之神町抑当社ノ濫觴ハ慶長六辛丑年銀山始リノ時也。即当社ヲ金銀山の鎮守トス。正保年中迄毎年神事能ア 。山之内常太夫是ヲ勤ム。其後中絶ス。元禄宝永ノ頃能或ハ松囃アリ。正徳年中ヨリ金銀山の衰ヘニ依テ社破損ニ及ブ。享保癸卯
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年八月十七日御奉行小浜志摩守久隆金子奉納アリ。是ヲ以テ再ビ破損ヲ修復セリ。同十月十五日夜遷宮アリ。夫ヨリ毎年祭礼アリ。毎年五月十六日ナリ。本社
　
鳥居ノ額ハ金津山永弘寺十二世順水松営楚璞ノ蹟
社司
　
下山之神安岡長門、宮守
　
九郎左衛門町定学院
（ 『佐渡相川志』 ）
史料五九相川大山祗勧請之事
　
一、
慶長六丑年上相川山之神町ニ一
44444444444444
社建立シテ銀山鎮守トス
44444444444
同十年巳五月大久保石見守当時下
山神ニ社堂建立同十二未年台命ニ依テ京都唯一神道ノ官領吉田家五十二世卜部兼治当国ニ渡海シテ大山祗ヲ勧請社領五十俵毎月御祈祷料米三石五斗印附銀一貫目宛寄附此銀相川町之家一軒ニ一匁二分宛竃役ト名付山繕同心毎月取立当社エ納来リ其後竃役相止銀山出鏈二十五荷之外一荷宛山ノ神鏈ト云其売代銀ヲ被下万治三年ヨリ山ノ神鏈公納ニ成一月ニ印銀百目宛其外正五九月印銀八 一匁宛被下社堂ハ代々御上ヨリ御修復
（ 「佐渡故実略記」 『佐渡国略記』上巻）
史料六〇十九、能
　　
師
慶長九辰年大久保石見守殿舞楽ヲ好ミ和州ヨリ常太夫、杢太夫二人ヲ召ス。其外脇師謡笛太鼓大小鼓狂言師等ニ至ル迄渡海シ来リ、山之内弥兵衛ト言フ処ニ住ス。石見殿陣屋ニテ能アリ。或ハ
上相川大山祇等ニモアリ
44444444444
。
〔中略〕
（ 『佐渡相川志』 ）
史料六一　
相川上山之神
一、山
　
之
　
神
　　　
祠
　
官
　　
安岡長門
( 守
) 成保
当社慶長六丑年相川銀山立始、則銀山山之鎮守として当社勧請と云。社地七畝拾歩、先年神事は山之内常太夫能を勤、寛永之頃中絶 元禄十五年午年鳥越間歩大盛に依て、潟上村本間左太夫能を勤。宝永之頃、中絶、明和八卯年九月廿六日、安永五申年八月三日舞囃子を勤。正徳之頃よりの変に仍て社頭損じ、享保八卯年八月十七日御奉行小浜志州久隆御参詣有て金子を奉納、仍て造営。 月十五日新に遷宮。是より毎年五月十六日祭礼相勤 明和八卯 八月十一日再建立。
　（ 「佐渡国寺社境内案内帳」中『佐渡叢書』第五巻）
史料六二（元禄元年）辰、
上相川山ノ神町八幡ニテ囃子有之
444444444444444
、是者
先年も相勤候得共中絶致、此度大村庄兵衛・荒川仁兵衛・夕白町大行院
･
勘四郎町山本次左衛門
･
南沢買石作右衛
門取持ニ而相勤
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料六三元禄元戊辰年一
　
上相川山の神町八幡の社に於て先年は神事囃子ありし
444444444444444444444444
か久敷中絶せし処今年銀山の様子も宜敷故を以夕白町大行
44444444444444444444444444
院勘四郎町山本仁右衛門なと云町人より願ひて再ひ囃子を
444444
再興す
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料六四（明和八年）卯八月十一日、
上相川大山祇鳥居、本社拝殿
4444444444444
再建建立ニ付今日棟上
4444444444
、番匠小六町嘉兵衛、同九月廿六日
舞囃子潟上村本間右内相勤、番組、弓八幡・熊野・春栄・加茂・竜田
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料六五（安永五年八月）同三日、
上相川大山祇ニテ舞・囃子
444444444444
、九
ツ時
ゟ
大雨降相止、番組、囃子高砂・同森久・能シテ右内
実盛、是ニテ相止
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料六六天保三壬申年一
　
五月十八日
上相川大山祇社修復に取掛
444444444444
候處天井に死骸
有之旨訴出に付出役の者見分の處年を経候様子に而面躰其外共枯腐不相分候へ共七ヶ年以前出奔いたし 上相川太三次死骸の旨着用物等に見覚有之無相違段忰岩次郎申立に付引渡遣す一
　
右に付大山祇社は再建之積り壊取不浄の木品焼捨社人
安岡石見不浄場所え立入候に付日数十日社 遠慮いたす旨を届る
（ 『佐渡年代記』中巻）
Ｄ２
　
上相川の寺院
史料六七〔真言宗〕曼荼羅寺末寺
雑太郡相川南沢
　　　　　　　　
延命山
　
相
　
運
　
寺
　　　　
—
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当寺開基慶長七寅年、中興尊誉、先年は相運寺門徒に地蔵寺、金剛院、慈眼寺と云ふ三ヶ寺あり。本寺 慶安年中に退転に依て 右三ヶ寺曼荼羅寺門徒になり、正徳五未年九月曼荼羅寺江戸四ヶ寺え願、翌六申年五月地蔵寺を相運寺と改名し、即ち末 に改、慈眼寺は寛文 中退転。宝暦二申年本寺境内に一宇建立、本山を限り右の寺号を用る地蔵寺即ち当寺相運寺境内壱反五畝廿六歩、慈眼寺境内弐拾歩、相運寺境内に組入、合壱反六畝拾六歩各々御除、
相
4
運寺もと境内上相川鍛冶町八間 弐拾四間半
44444444444444444444
、下々畑三畝
廿六歩、元禄七戌年御高入り 成る。地蔵寺は慶長十二未年開基祐遍、相運寺の弘法大師の尊像は大師直作にして讃州誕生寺より吉田作兵衛と云者故ありて守り来り当寺納る。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
雑太郡西五十里村
　　 　　　　　　　　　　　　　
吉
　
祥
　
寺
当寺正徳六申年末寺に改、開基宥仙天文廿一子年建立と元禄の寺社帳に有之。一説 は
寛永拾酉年上相川常徳寺退転
4444444444444
により、右寺を以て秋田権右衛門建立とも云。境内壱町四反七畝廿七歩、各々除、当寺同村北山権現別当、当社天文十八酉年勧請、社地弐反七畝拾八歩除。〔禅宗〕総源寺末寺　　　　　　　　　　　
相川町奈良町
444444
　　
桐谷山
　
妙
　
音
　
寺
当寺相川総源寺末、慶長 一午 開基 往古は無本寺中頃退転に依て総源寺種翁再建して本寺の隠居地に定め、明和七年寅年五月廿八日焼失。同十月十一日建立、境内壱反壱畝廿弐歩御除。〔法華宗〕　　　　　　　　　　　
相川下寺町
　　
普（栄光山と改）
光山
　
本
　
典
　
寺
当寺京都要法寺末、元和九亥年四月本山廿一世日躰上人渡海、 境内に庵を結び、寛永六丑 三 寺山号を改めこれを建立。本願主山田吉左衛門由重、是は京都の産にて要法寺の檀那、寛永十八巳年九月 六日に死す。同日日躰上人は慶安四卯年十一月廿日遷化、各々当寺に葬る。境内弐反八畝拾壱歩御除、
同末上相川本行寺退転しその境
44444444444444
内三畝廿 歩を本典寺へ被下
4444444444444
。享保廿卯年四月廿五日当国
御奉行荻原源八郎乗秀卒去、当寺に葬。法号は覚夢院殿日
到と号す。亡父近江守重秀の石塔も当寺にあり、法号至誠院殿日秀、正徳三巳年十月廿五日卒す。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川下寺町
　　 　　　　　　　　　
妙法山
　
蓮
　
長
　
寺
当寺京都妙覚寺末、開基円諦院日円、
元和五未年二月上相
444444444
川に建立、寺号を蓮林寺と云
4444444444444
。第二世花徳院今の墓所の地
に遷す。蓮長寺と改。延宝二寅年十一月当寺の境内に遷す、宝永六丑年八月再建立。境内六畝弐拾壱歩御除。　　　　　　　　　　　
上相川柄杓町
444444
　　
経王山
　
法
　
華
　
寺
当寺京都妙覚寺末、開基恵性院日遊、寛永十八巳年建立。第七世日達貞享元子年五月今の地へ遷す。是れ迄は専念寺の後に有之、享保年中心善院再建立、境内四畝拾歩御免の外門前柄杓町々役拾軒の分の内宝永四亥年より 軒役御免。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川中寺町字大沢
　　 　　　　　　　　　
得栄山
　
善
　
行
　
寺
当寺阿仏房村妙宣寺末、本山十三世日遵上人開基にして上相川に建立
444444
、其の後寛永五辰年善行坊日進今の地え遷す。
享保十九寅年再建立。明和七寅年永聖免許、境内三反弐畝歩御除。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川上寺町字境沢
　　 　　　　　　　　　
妙耀山
　
法
　
久
　
寺
当寺大野村根本寺末、開基日貞、
元和八戌年六月上相川岩
44444444444
崎町に建立、此の所今は茶屋平出崎の由、寺号を法円寺と
44444444444444444444444444
云後法休寺と云ふ
。寛永六巳年境沢へ移す。当寺京都妙覚
寺末、寛文十一亥年根本寺末になる、此の節法久寺と書き改る。先年は円乗院と云寺家有之、貞享元子年十月 元禄十丑年十月両度再建。境内壱反歩御除。　　　　　　　　　　　
相川上寺町字稗畑
　　
法栄山
　
妙
　
法
　
寺
当寺大野村根本寺末、開基慶長九辰年日
清（丹）
といふ層摂州
より渡海、
上相川岩崎町に庵を建て法花堂と云ふ
44444444444444444
。能州金
栄山妙成寺末にて、寛永六巳 寺地を今の妙法寺の上へ遷す。寺 号を改め根本寺末となる。其後大工町北側の下大坂町へ遷す。享保二酉年今の地へ遷す 此所南沢妙円寺もとの境内、反歩三反弐畝八歩 大坂町に弐反八畝歩、各々御除。
—
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〔一向宗〕　　　　　　　　　　　
相川六右衛門町
　　
真宗山
　
広
　
円
　
寺
当寺京都西本願寺末、
元和元卯年上相川九郎左衛門町に開
4444444444444444
基す
44
。境内四畝廿四歩、元和七酉年越後国高田より空漸と
云ふ僧渡海して、当時の地に善宗寺を開基、元禄十二卯年両寺一寺にして広円寺相続す。境内五畝九歩に町屋鋪。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川奈良町
44444
　　 　　　　　　　　　　　　　
専
　
照
　
寺
当寺京都東本願寺末、開基祐恩播州の産 元和元卯年渡海して を建立、元和九亥年正月三日遷化、境内三畝六歩町屋鋪。　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川紙屋町
　　 　　　　　　　　　 　　
称
　
念
　
寺
当寺京都東本願寺末、開基寛永八未年山之内左り沢に建立。延宝年中上相川に移す
4444444444
。境内壱畝歩町屋鋪、正徳三巳年今
の地へ移す。境内四畝六歩町屋鋪、是は大間町願立寺のもと境内。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
〔浄土宗〕法界寺末寺　　　　　　　　　　　
相川下寺町
　　
鉄壁山
　
銀
　
山
　
寺
当寺相川法界寺末、往古は無本寺にて開基合誉永正四卯年十月十五日遷化。
仏具に相川金山町銀山寺とあり
44444444444444
、此所不
知。中興林貞慶長十一年入院して再建立。慶安四卯年四月廿五日遷化。境内弐畝三歩御除、元禄四未年一誉観音堂建立。　　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
相川鍛冶町
44444
　　 　　　　　　　　　
光明山
　
専
　
念
　
寺
当寺京都知恩院末、開基大超寺と同く慶長元申年の建立、義白は寛永十七辰年五月七日当寺に於て遷化。当寺 善導大師は海中より出現の由、形像の裏に小貝等有之、 釈迦涅槃形像七尺八寸、当寺三世本誉作、或る夜霊夢に依て改めて作る。境内弐反歩、屋鋪壱畝拾弐歩、畑弐畝四歩、各々御除。　　　　　　　　　　　
相川鍛冶町
44444
　　　　　　　　　　　　　
金竜山
　
玄
　
徳
　
寺
当寺京都知恩院末、開基然誉寿
洼
、生国和州、慶長十七
子年建立。宝永四亥年八月、宝永七丑年七月、両度再建立、境内壱反五畝拾歩御除。〔天台宗〕教寿院末寺　　　　　　　　　　　
相川上山之神町
4444444
　　 　　　　
大
　
光
　
院
当寺相川教寿院末、慶長十三未年建立、境内壱反歩御除。元禄年中退転。境内今の教寿院より支配。
（ 「佐渡国寺社境内案内帳」中
　『佐渡叢書』第五巻）
史料六八天台宗大光院
　
境内
　
十五間二十間
　
壱反歩除地
　
上山之神町
44444
下山之神教寿院末寺慶長十二丁未年開基ヨリ四世元禄八巳亥年十二月廿八日物故以後無住ニテ破壊セリ。寺地ハ本寺ヨリ支配ナリ。禅宗相谷山　
妙音寺
　
境内十六間廿二間
　
一反一畝廿二歩除地
　
奈良
44
町
4
下山之神町総源寺之隠居所即チ末寺也 慶長十一年丙午年開闢ス。中頃本寺四世積翁再興セリ。貞享三丙寅年朔日没ス。本堂五間。現住。浄土宗光明山　
専念寺
　
境内廿四間廿五間
　
弐反歩除地
　
鍛冶町
444
京知恩院末寺也。慶長元丙申年開基。但州出石ノ産。単誉義白中寺町大超 ト両寺建立セリ。寛永十七庚辰年五月七日化ス。当時釈迦涅槃像長サ四尺八寸 当寺三世本誉の彫刻シ奉ル所也。願主山田村宗吟或夜ノ霊夢ニ仏像ノ御枕五寸下リ 由。其夜本誉夢想アルニ符合ス。急ギ拝シ奉ルニ霊告ニ違フ事ナシ。善導大師アリ。海中ヨリ出現ノ由 年月不知。像ノ背後ニ貝アリ金龍山　
玄徳寺
　
境内十間四十六間
　
一反五畝十歩除地
　
鍛冶町
444
京知恩院末。慶長十七壬子年三月四日化ス一向宗（浄土真宗）東専照寺
　
境内八間十二間
　
三畝六歩
　
奈良町
444
—
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洛陽本願寺末。元和元乙卯年開基。摂州ノ産。御堂
　
六間七間
　
現住。
東願泉寺
　
境内十一間八間余
　
弐畝廿八歩
　
米屋町
本願寺末。
慶長十一年九郎左衛門町ニ建立ス
444444444444444
。開基不詳二
世法見寛永十六己卯年朔化ス。元文二丁巳年六月三日再建ス。寛保二壬戌年正月廿九日夜類焼ス。其後再建。宝暦四甲戌閏二月九日入仏。供養アリ。本堂
　
現住法順元禄十五壬午年入院。
西広円寺
　
境内九間五間半
　
一畝廿歩十三間二間半
　
一畝三
歩九間半八間
　
二畝十六歩元禄七戌年検地水請帳
　　
善宗
寺
　
丸山六右衛門町
西本願寺末。
元和元己卯年開基九郎左衛門町々ニ建立ス
4444444444444444444
。
境内四畝廿四歩元和七辛酉年越後高田ヨリ空衛ト言フ僧渡リ今ノ境内ニ善宗寺ヲ開基ス。寛文十二壬子年八月九日没ス。元禄十二年己卯年広円寺空恵九郎左衛門町ヨリ今ノ地ヘ移シ両寺ヲ一寺トシテ相続ス。御堂
　
方五間
法華日蓮宗経王山法華寺
　
境内十間十三間
　
四畝拾歩除地
　
水勺町
444
京妙覚寺末。慶長年中日源ト言フ僧鍛冶町今ノ専念 後ニ庵ヲ結ブ。日源ヨリ三代恵性院日槌同十八年 号ヲ開発ス。寛永十甲戌年五月七日没ス。第七世 達貞享元甲子年夏五月今ノ地ヘ移ス。同四丁卯年九月四日ニ逝ス。今ノ本堂ハ享保年中心善院日勝再建セリ。此境内先キ 御米蔵地ニシテ門前ノ町役十軒分ノ内宝永年中ニ四軒分ノ町役 免ナリ。法栄山妙伝寺
　
境内廿二間四十四間
　
三反弐畝八歩除地
　　
治助
町稈畑大野村根本寺末。慶長九甲辰 摂州ヨリ円清日時ト言ヘル僧来タリ。
上相川岩崎町ニ庵ヲ結ビテ
444444444444
後法花寺ト名ケテ能
州金栄山妙成寺末寺トナル。寛永六己巳年今の妙法寺ノ上ノ台ヘ建立ス。
〔中略〕
妙法山覚性寺
　
境内間廿ニ間
　
町屋敷
　
治助町
阿仏坊村妙宣寺末寺。寛永七庚午年本山十七世日
迨
開基。
延享三乙卯年十月廿三日化ス。願主覚性院日ギ
初メ上山之
44444
神ニ建立ス
44444
。境内六間七間壱畝十三歩除地。元禄年中今ノ
地ヘ移ス。妙法山蓮長寺
　
境内十一間半十七間半
　
六畝廿一歩除地
　
下寺町
京妙覚寺末。
元和五己未年二月十二日開基円諦院日円上相
44444444444444444444
川ニ建立ス
44444
。寺号ハ蓮久寺ト名ク。二世華徳院日泉今当寺
ノ墓所ヲ移ス。
〔中略〕
修験当山方万宝院相川大行 末。山号円乗山普門寺同行近江国岩本院盤道寺。　
奈良町
444
本山方聖護院末河原田千手院袈裟下相川修験定学院
　
直末。同行京都六角堂住心院
　
九郎左衛門町
444444
相川廃退ノ寺院或ハ両寺ヲ一寺ト為シ当時寺号相続モアリ。日蓮宗
　
本行寺、
上相川
444
境内八間十四間京要法寺末。開基
妙法院日詮寛永四丁卯年七月十一日没ス。四世寿玄院日忠寛文五己年五月十日ニ卒ス。以後退破セリ。寺地同末下寺町本典寺支配ナリ。祖師像今下 町妙輪寺ヘ納ム。宗旨不明
　
浄福寺
　
田町当寺教円延宝二と寅年六月十四日
没ス。其後退転。宗旨不分明
　
敬音寺
　
鍛冶町
444
　　　　　
願泉寺
　
鍛冶町
444
　
宗旨不分明
　
證誠寺
　
九郎左衛門町
444444
　　
光源寺
　
本町
44
　　　　　　
長楽寺
　
小右衛門町
44444
　　　
林光寺
　
茶屋町
444
（ 『佐渡相川志』 ）
史料六九（寛文四年）塚原山
　
正教寺・御松
　
法性寺・川原田
　
法
福寺・相川
　
蓮久寺・同
　
法花寺
444
・同
　
瑞仙寺、右何も京
都妙覚 末之由訴訟候、公儀御帳ニも有之候間、本寺可相随、於付随者寺ニ付来り 仏像経巻什物等無相違寺中無恙寺ヲ本寺江可相渡、若申分於有之者、来ル八月中致参府可遂対決者也
〔中略〕
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七〇不受不施一乱之事（寛文六年）午四月、諸国日蓮宗不受不施ノ僧徒御吟味ニ付、寛文九酉年六月京都妙覚
ゟ
末寺改ニ来ル、其節当国
ニテ
上相川法花寺
444444
下寺町蓮長寺上寺町法久寺下寺町妙輪寺
大野村根本寺松ヶ崎村本行寺各妙覚寺末寺ニテ
〔中略〕
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七一
—
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（延宝五年）巳七月八日、京都妙覚寺日充聖人阿仏坊江落着、同十五日下寺町蓮長寺江逗留、当寺并
上相川法花寺
444444
下
寺町妙輪寺ニテ説法之節四年以前従江戸来リ候流人僧林残ト法門有之候江共、御停止之間指而取合も無ク日充翌日出立此聖人ハ妙覚寺再住
末寺蓮長寺・同法花寺（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七二（貞享元年）子五月、
上相川法花寺
444444
、今ノ所江引、此屋敷
之訳寺社帳ニ記故爰ニ略ス
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七三（享保十年三月）同八日
ゟ
十四日迄、上寺町
法花寺
444
説法、
千座之供養
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七四（享保十七年）子四月六日
ゟ
十六日迄、上相川
専念寺
444
観音
開帳
（ 『佐渡国略記』 ）
史料七五（享保十年三月）同八日
ゟ
十四日迄、上寺町
玄徳寺
444
ニ而薬
師開帳
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七六（元文三年）同年、法花宗
上相川法花寺
444444
本堂建立
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七七（元文三年一月）同五日、上寺町
法花寺
444
ニて寺建立釿始、
番匠下戸町長兵衛
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七八（宝暦六年三月六日）同日
ゟ
同日迄、
上相川専念寺
444444
ニ而観
音開帳
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料七九（延享四年）卯九月七日夜、
上相川玄徳寺
444444
遷化、年四十二
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料八〇（宝暦七年）丑三月十五日
ゟ
十九日迄、上寺町
法花寺
444
七面
開帳
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八一（宝暦八年四月朔日）同日、
上相川玄徳寺
444444
入佛供養
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八二（宝暦十一年）同十一月朔日、
上相川法花寺
444444
、宮浦村慶宮
寺入寺目見江（ 『佐渡国略記』下巻史料八三（宝暦十三年）未五月十二日、
九郎左衛門町常学院相川町
444444444444
江所替願被仰付
4444444
（ 『佐渡国略記』下巻史料八四（明和二年三月）同五日
ゟ
十一日迄、
上相川専念寺
444444
観音開
帳、同妙音寺同断、 〔後略〕（ 『佐渡国略記』下巻）史料八五（明和三年四月）同十四日、
上相川法花寺
444444
上京、是者当寺
并本敬寺諸尊調ニ罷越 法花寺ハ七月廿日帰国、則諸尊調来ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八六（明和三年）同七月朔日、
上相川専照寺
444444
入寺目見江
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八七（明和四年）亥四月八日
ゟ
十五日迄、
上相川法花寺
444444
ニ而諸
尊開眼供養
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八八（明和五年二月）十一日、初午年賀、
〔中略〕
上相川法花寺
444444
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料八九（明和五年）子三月廿二日、
上相川専念寺
444444
遷化、年四十一
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九〇（明和七年五月）同廿八日明六つ時、
なら町妙音寺
444444
出火
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九一（明和七年十月）同十一日、
上相川妙音寺
444444
建立棟上ヶ
（ 『佐渡国略記』下巻）
—
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史料九二（明和八年三月）同八日
ゟ
十五日迄、
上相川妙音寺
444444
入仏供
養有之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九三（明和九年三月）同十一日より十五日迄、
上相川なら町万
4444444
宝院
44
ニテ入仏法事
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九四（安永四年十一月）同廿日、
上相川専念寺
444444
入寺
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九五（安永七年八月）同廿日夜、弥十郎町権兵衛女房、
上相川
444
常学院井戸
44444
へ落死
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九六（天明元年五月）同廿九日、上寺町
法花寺
444
十四世信解院遷
化
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九七（天明四年七月）十三日、御目付役西川長左衛門祖母死去、上相川法花寺
444444
ニ葬ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九八（明和九年五月）同廿四日より廿八日、
上相川法久寺
444444
ニ而
番神堂供養、廿八日夜遷宮并開山百五十年忌法事相勤
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料九九（安永三年）午三月四日より八日迄、
上相川法花寺
444444
ニ而七
面大明神・稲荷大明神各遷宮、堂ハ去年作事、相殿ニ建立、法事中天気不宜、六日雪ふり
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇〇（文化十一年二月）
上相川法花寺
444444
ニ而、法衣并衣類等去月
十六日夜被盗取、鎮守稲荷神鏡大小弐ツ当月七日被盗取此品々二月廿六日夜地内ニ有之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇一（文政六年二月）廿三日、元北河内村助右衛門弟助次郎儀、〔中略〕
上相川法花寺
444444
仮旦那ニ相成、然処此度下相川村小
左衛門方へ養子ニ罷越候ニ付、離旦之儀法花寺へ申入候処、彼是申、取合不申候間、離旦之儀願出、双方御呼出之上、離旦いたし遣候様法花寺へ被申渡
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇二（寛政元年六月）廿一日昼九ツ前、下山ノ神教寿院納屋焼失、
〔中略〕
右納屋ヲ大光院と申由教寿院申上候ニ付、
〔中略〕
大光院と申ハ上相川山ノ神町ニテ、教寿院の末寺 得共、
444444444444444444444444444
年久敷退転ニテ、今ハ上相川山ノ神ニハ無之候
444
、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇三（享和元年十二月）廿一日、間山五ヶ町宗門人別ニ不正之筋有之、
〔中略〕
　
妙法寺
　
専照寺
444
　
法花寺
444
　
玄徳寺
444
　
法久寺
　
西光寺
　
興
禅寺
　
相運寺
　
瑞仙寺
　
善行寺
　
広源寺
　
〔中略〕
右弐十六ヶ寺戌正月廿日逼塞御免、
〔後略〕（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇四「佐渡国誌資料集」巻四二二
　
寛保元年
　
宿切手
　　　
申遣候
　　 　
上相川
444
　
常学院
444
右者在々旦那廻り致度
□（虫食い）
□
申付候、木賃相対を以宿貸可申
候、尤此切手手当十 月切ニ用ひ申間鋪候、以上
（寛保元）
酉二月
　　　　　　　　
地方役
　　
矢渡孫左衛門
　　　
印
　　 　
竹本市右衛門
　　
印
　　 　　　　　　　　
宮崎七右衛門
　　
印
　　 　　
河住傳蔵
　　　　　
印
　　 　　 　
小崎十郎左衛門
　　
印
　　 　　 　
市川孫惣
　　　　　
印
　　 　　 　
藤木武兵衛
　　　　
印
　　 　　 　
柴田惣左衛門
　　　
印
　　
地方御物成取立役
　　
野田左次馬
　　　　
印
　　 　　　　　
浅村小左衛門
　　　
印
　　 　　
在方役
　　
須田両右衛門
　　
印
　　 　　 　
西村徳右衛門
　　
印
　　 　　 　
四組村々
　
名
　
主
　　 　　 　
組
　
頭
（ 『佐渡近世・近代資料集―岩木文庫』下）
—
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Ｅ
　
上相川の災害
史料一〇五「佐渡国誌資料集」巻二四
　
元和元年～明治三十七年
　
大風・高浪による被害の記
録大風・高浪　　　　　　　　　　　
〔中略〕
○慶安二年七月七日、大雨、連峰ノ土砂流レ出テ山内地方ニ氾濫シ、各坑口ヘ侵入シ、一方低地及沿川ノ地、即宗徳町、嘉左衛門町、清右衛門町、庄右衛門町、北沢町、坂下町、濁川町等、家屋ハ悉ク流失シ 宅地ニハ土砂堆積一丈二尺に及ビ、
上相川ニ於テモ六十枚番所ヲ始メ番屋町、本
44444444444444444444
町、鍛冶沢、桐木沢等ノ各戸ハ過半破損シタリ
444444444444444444444
、其ノ他町
内ノ橋梁ハ一モ全キモノナク、交通全ク遮断セリ○寛永四年、八月二十三日 夜、大雨洪水出デ、山ノ内濁川通大破、割間歩又塡
塧
シ、復タ一時廃タル（名）
○慶安二年、七月七日 暴雨洪水、未曽有 被害左ノ如シ（年・略）　　　　　　　　　　　
〔中略〕
一、
上相川方面ハ六十枚口番所ノ外、番屋、鍛冶沢、本町、
4444444444444444444444444
桐木沢ノ各町ハ、濁川柄山押込 家屋過半損壊ス
4444444444444444444444
一、
右流出の箇所中、死人モアリ
44444
　
人員不詳
4444
　
鏈モ七、八
44444
十荷流出ス
4
　　　　　　　　　　　
〔中略〕
○同（延宝）八年、 八月六日、 大雨洪水、 青盤間歩ノ堤潰ヱ、　
〔中略〕
　
同月十一日暁、又大雨洪水、前日ヨリ更ニ甚シ
ク、清次間歩内ニテ男六人溺死シ、山ノ内ヨリ 通リノ家屋敷過半損害セラル、
　
〔中略〕
○同（延享）三年、六月二十二日、暁ヨリ大雨ニテ水出デ、山ノ内ヨリ間ノ山川通大破、流出家屋二十七軒
　
年代記二
十九戸
　
濁川ハ橋際ヨリ海浜迄所々崩潰、
　
〔中略〕
○寛延元年、六月十六日、大雨洪水、銀山川通 十四箇所破壊、 、濁川通亦所々損壊ス
　
〔中略〕
○同（天明）七年、六月十三日、大雨洪水 山ノ内ヨリ濁川通及南沢川所々破損ス（年）○同（寛政）六年、七月中屢大雨、山ノ内ヨリ濁川通リ所多クアリ（年○享和二年、八月三日、大雨洪水 山ノ内其他各町所々損
所アリ（年）復旧工事人夫千八百六拾人ノ内六百人ハ町内ヨリ廿昼夜ニ割合出ス（年）○同（文政）十一年、
　
〔中略〕
　
八月六日・七日大雨洪
水、山ノ内、川通道、橋・石垣・川枠等損害多シ、
　
〔中
略〕○弘化元年、五月二十三日ヨ 二十五日迄大雨洪水、山ノ内道路・橋梁・枠類流失、石垣所
( 々
) 崩潰、其他町内所々
損害
　
郷村ニモ所々被害多カリシ（年）
○安政元年、七月六日、大雨洪水、町内諸川沿岸崩潰、殊ニ山ノ内ヨリ濁川通甚シク 人家ノ流失セルアリ
　
小倉・
金丸亦家屋流失ス（浮）国府・落合・石田等其他ノ橋梁多ク流失ス（浮）○同（安政）三年、閏五月十三日夜、大雨洪 ノ内損害アリ（浮）
（ 『佐渡近世・近代史料集
　
―岩木文庫―』下巻）
史料一〇六承応三
甲午
年之賦
午年、
相川間山
4444
ゟ
出火、上相川本町
44444444
・治助町・南沢迄類焼
之由、松木迄ト有之候間、何方ニ候哉難知、但一説ニ寺町円徳寺
ゟ
出火共云
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一〇七天保五甲午年一
　
三月十五日夜
上相川町岩次郎納屋より出火
4444444444444
本家焼失外
類焼なし
（ 『佐渡年代記』下巻）
史料一〇八（宝暦十二年）午九月十五日八つ時、地震、
〔中略〕
相川ニ
而怪我人左之通
〔中略〕
小右衛門町
　
孫七
　
　
是者六十枚御番所外ニおいて柴刈居候所、落石ニ而両足
ヲ打痛致出来候　　　　　　　　　　　
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一〇九（天保五年三月）十五日夜、 九時頃、
上相川岩次郎納屋出火
4444444444
、
本家過半焼失
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一〇（天保五年七月）十一日夜 時、
上相川与吉屋敷裏差掛小
44444444444
—
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屋出火
444
有之、外類焼なし
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一一（安永二年三月十四日）同日昼、
上相川才ノ神ノ山大焼
4444444444
、
羽田村
ゟ
人足、地方懸リ・町同心・町年寄罷越
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一二（安永二年六月）同七日九ツ時、上寺町法久寺畑ヲ焼候ヲ火事と申、町々より人足相詰、依之向後者畑ヲ焼候節者先達而役所江相届候様被仰付
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一三延宝八庚申年一
　
八月六日大雨にて青盤間歩の邊にありし壽貞堤押流
し〔中略〕此時鈴木三郎九郎も登山せしかとも間山は水下となりし故
上相川茶屋坂の邊にありて人夫を下知
44444444444444444
せしと云
〔後略〕
（ 『佐渡年代記』上巻）
Ｆ
　
上相川の衰亡と奉行所の救済政策
史料一一四（文化二年六月）廿一日、
大工町
444
ゟ
上相川迄、右町々後家
4444444444
住之者共義、近年打続銀山不盛、別而去夏以来米値段高
4444444444444444444444444
値ニ而、営ミ方難渋いたし、是迄ハ少々所持之家財売払
4444444444444444444444
身命相送候処、此末暮方手段尽果候ニ付 米直段御引下ヶ
4444444444
之御歎願、御奉行御発駕之砌通訴可差上旨、一同申合居
44444444
候趣町役人共承之指留候処
、同文言之通訴両通町役人江
相渡、右之段町役人差添御役所へ願呉候様申之ニ付役目之もの御歎之願書相添、小前惣代七人召連罷出候間、右貧窮人四十七竃、一家内毎人別書相添 平野仁左衛門殿江差出ス
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一五文化六己巳年一
　
銀山最寄大工町より上相川迄町々寡女共近年打続銀山
444444444444444444444444
不景気にて渡世を失ひ其上去年以来米直段高直にて難渋に
44444444444444444444444444
迫り少き家財をも売払是迄身命取繫候處此末手段に盡果候
444444
に付米直段引下の歎訴を柳澤八郎右衛門銀山え見廻の節通
444444
訴可致旨一同申合候
趣町役人とも承り差留候處右願書町役
人より差出し呉候様申 に付役目のもの願書相添御役所へ
出に付相糺候處難渋の躰相違無之に付人数八十人餘のものえ五十日分飯米を遣す右飯米は御払米の内より相渡代銭別廉にて立替る
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一一六（文化八年七月）九日、
上相川益蔵祖父与左衛門祖父并小
444444444444444
前惣代留七外五人之者共連印ニ而願出候者、上相川之儀ハ
44444444444444444444444444
一町引離候場所ニ有之、商い方も薄く重ニ銀山方ヘ立入渡
44444444
世いたし、勿論前廉
ゟ
4商人ハ武右衛門・与左衛門両人之処、
44444444444444444
先年右沢御休山と相成候後は商い方も猶更劣リ渡世 成兼、
4444444444444
武右衛門義
ハ去午年下町ヘ引渡、当時与左衛門壱人ニ而搗
444444444444444444444
米并小間物類商ひ致候処、町内及困窮、追々他町江引移リ、
44444444444444
年々人数も相減、夫丈ヶ商ひ向も手狭ニ相成、与左衛門義
4444444
も元手薄ニ付夫々行届兼候間、引分れ下町江罷出度旨町内
44444444
ヘ及相談候処、外品ハ格別町内ニ米商人無之候而ハ小前之
4444444
もの共一日之貯さへいたし兼、仕事場
44
ゟ
4遅く罷帰リ庄右衛
44444444
門町迄飯米買入
ニ罷出候而ハ、余程隔リ候故至而差支難義
4444444444444444444
ニ付、歩引銭弐百貫文御貸附被下候様願出候処、無拠筋ニ
4444444444444444444
ハ相聞ヘ候得共、当時溜リ之分無之、五拾貫文ニ而も不苦
444444444
候ハ 御貸附可被下段御尋ニ付、町内小前相談之上五拾貫
4444444
文致拝借
ス
4
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一七（文化十年）
上相川家数・人数高御尋ニ付、寛政四子年
4444444444444444444
　
之分書上ル
44444
、御下ケ金御書付此中入置
　　
上相川町家数并人数覚
　
寛政四子年
　　
一、人数弐百弐人
　
同五丑年
　　
一、人数百九拾人
　
同寅年
　　
一、人数百八拾七人
　
同卯年
　　
一、人数百八拾壱人
　
同辰年
　　
一、人数百八拾壱人
　
同巳年
　　
一、家数四拾八軒
　　　
一、人数百七拾三人
　
同午年
　　
一、家数四拾八軒
　　　
一、人数百六拾四人
—
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同十一未年
　　
一、家数四拾八軒
　　　
一、人数百六拾三人
　
同十二申年
　　
一、家数四拾六軒
　　　
一、人数百五拾五人
　
享和元酉年
　　
一、家数四拾六軒
　　　
一、人数百五拾七人
　
同二戌年
　　
一、家数四拾六軒
　　　
一、人数百弐拾壱人
　
同三亥年
　　
一、家数四拾六軒
　　　
一、人数百拾八人
　
文化元子年
　　
一、家数四拾五軒
　　　
一、人数百弐拾七人
　
同二丑年
　　
一、家数四拾三軒
　　　
一、人数百弐拾四人
　
同三寅年
　　
一、家数四拾三軒
　　　
一、人数百弐拾七人
　
同四卯年
　　
一、家数四拾三軒
　　　
一、人数百弐拾四人
　
同五辰年
　　
一、家数四拾三軒
　　　
一、人数百弐拾四人
　
同六巳年
　　
一、家数三拾九軒
　　　
一、人数百弐拾五人
　
同七午年
　　
一、家数三拾九軒
　　　
一、人数百弐拾三人
　
同八未年
　　
一、家数三拾六軒
　　　
一、人数百六人
　
同九申年
　　
一、家数三拾四軒
　　　
一、人数百拾人
　
同十酉年
　　
一、家数三拾四軒
　　　
一、人数百拾人
　　
〆
　
右之通御座候、以上
　　
酉閏十一月
　　　　　
町年寄
　
岩佐丈左衛門
　　 　　　　　 　 　　
伊藤三右衛門
（別紙）   当国之儀者金銀山稼ニ而成立候国柄故、金銀山之衰微者則国中之衰微二而終ニ者地役人といへども一統難儀ニ迫り候道理分明之事ニ付、先達而地役人共并市中之者ともまて夫々出銭いたし、古敷取明穿鑿等当時専ら取計候儀、畢竟者銘々之困窮眼前之事なから、既に窮し候中□格別
之出銭いたし候故、尤以殊勝之事に候、右ニ付別段金銀山御仕入として、此度金五百両御下ヶ有之候、右者当時格別之 倹約中に 万事御入用向専ら相省候と頃 全クもって金銀山及衰廃候得者一国中之潤助を失ひ、指当り末々之者とも今日之稼ニ離れ困窮ニ迫り可申儀を乍恐深く被思召候難有御仁慈 及所ニ而、国中之ものとも冥加之程可申様も無之事ニ候、仍而者右御下金を加へ、いかにもして金銀山出方取直し、天明中寛政之始ニ茂出方立戻候様厚く心掛、一統可尽精力候、差当右御下ヶ金之験も相見 古敷取明穿鑿方等工夫いたし、何れ も先ツ来月中ニハ一十日鏈代三貫目も売立候積り一統揉立可相励候、右之趣広間役以下掛り之者勿論、都而山方ニ携候末々之者迄も御仁慈之届候様厚く 被申渡候
　　　
酉十一月
　（裏）　　 　
御下金五百両之義ニ付御書付
　　
組頭衆
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一一八文化八辛未年一
　
上相川住居の者とも右澤御稼相止候以来渡世を失ひ
44444444444444444444444
追々下町に散乱いたし米商人有之處是又及困窮下町え罷出
44444444444444444444444444
渡世いたし度旨小前の者共及相談候處米商人無之候ては当
444444
然の差支に相成候趣を以町内 同の者より え拜借銭
444444
願出に付貸渡す
　
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一一九文化八辛未年一
　
近年上相川最寄銀山稼相止一郷難立行躰に付御救旁最
444444444444444444444444
寄雲子間歩古敷取明青柳間歩穿鑿稼始る
444444444444444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二〇（文化八年十二月）十五日、
御蔵御払米弐拾石、為御救上
4444444444444
相川町中江此度限リ弐割安ニ而御払被下置
4444444444444444444
、左之通リ御受
書上ル　
一、御蔵御払米弐拾石
   右者上相川町之儀、市中とハ乍申引離候町方ニ而、往古
4444444444444444444444444
より金銀山江立入渡世仕罷在候処、近年上相川最寄銀山
44444444
御稼無御座、渡世営方相成兼候ニ付、追々家数 減、当
44444444
時者明家又ハ後家暮之者多ク人数少 相成候故、新古畑
44444444
共追々荒所出来仕候得共起返之手段も無御座
44
、畑方銀納
—
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一ヶ年銭拾三貫文程つつ当時作付いたし候もの
ゟ
年々償
上納仕、彼是品々難渋之筋有之困窮相嵩、町内難成立体ニ付、御慈悲を以御救被成下候様、先達而願書奉差上候処、其後町内為御救、元雲子間歩御取明并青柳間歩御稼入之上 町内之者共右御場所へ御遣被下候ニ付、一同身命取続難有奉存候処、猶又今般被召出、右御稼入等者漸当秋より相始リ月数も
　
之義ニ付、格別之御義を以書面
之御払米御蔵御相場弐割安御直段を以当年限買請被仰付候旨被仰渡、重々難有奉存候、然上ハ右代銭御蔵江上納仕御米請取候ハハ町内人数ニ応シ早速割渡候様可仕、尤以来之例ニ者不相成、当年限之義ニ付、此後年々買請候義と心得違申間敷旨被仰渡、奉畏候、依之御請一札差上申所如件
　　　
文化八未年十二月
　　
上相川町
　　 　　　　　　　　　　
町代
　
太惣次
　　 　　　
中使
　
益蔵
　　 　　 　　　　　　
名主
　
立右衛門
　　
御奉行所
　
 右小前割当方ハ、案内人数高之内弐才并年切他国出・年越在出省キ、敷役人家内をも組込買請之事
　
但修験者差除候事
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一二一文化九壬申年一
　
金銀山出方寛政の頃迄は本途御入用にて稼候間歩五ヶ
所にて山出金銀上納高三萬両餘より壹萬八千両餘宛有之候追々間歩敷相減青盤鳥越二ヶ間歩に相成出方四 より三千両程ならては無之古来不承及不盛 付市中は勿論在方迄も困窮におよひ就中
上相川の儀は以前家数三百軒程の處
4444444444444444
当時三拾軒餘 成度々救の義願出候に付上相川最寄雲子間
44444444444444444444444444
歩本口享保五子年迄出方稼有之洪水にて廃候場所取明其外
444444
青柳間歩手近く鏈引も有之候に付右場所取明人足上相川町
444444
の者雇入諸品等も右町内より買上の取続方御救に相成
4444
若不
遠鏈附追々本途稼も相立候得は上相川 困窮眼前に立直り山出金銀上納高も相増両全の義に付去未九月よりせんさく御入用繰合両間歩取明に掛り候處上相川の者共一同入はまり格別捗取青柳間歩は一ヶ月三百目餘の出方に相成雲子間歩も五拾間程 明古来の稼所へ至り追々代銀売立候様罷成可申處青盤鳥越両間歩鏈引薄目に相成損所 有之餘程御入用相掛り可申躰に付青柳雲子御入用繰合 成兼 間当申
年より三ヶ年の間御金蔵除金請取遣払の積り牧野備前守殿え相伺候處伺之通被仰渡
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二二（文化十年）
上相川畑田成場所
44444444
、左之通願主
本町一、下畑弐畝三歩
　
源右衛門
　
一、屋敷畑成弐畝弐拾歩
同人一、屋敷畑成四畝拾五歩
　
同人
　
一、同弐拾壱分
　
吉右衛
門四口〆九畝廿九分弥左衛門町一、屋敷畑成四畝分
　
茂兵衛
　
一、同弐畝三分
　
半兵衛
一、同弐拾壱分
　
甚右衛門
　　
一、同壱畝三分
　
左之助
一、同弐拾四分
　
三右衛門
　　
一、同壱
 廿弐分
　
吉兵衛
一、同拾四分
　
長兵衛
　　
七口〆壱反弐拾七分
合弐反拾六分　　
但畑取米壱斗九升六合当酉
ゟ
減
　　
田取米九斗四合当取
ゟ
増
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一二三（文化十五年三月）市中町役人一同・町代之者共願出候者、上相川町之儀者一郷立離れ候場末之町方ニ有之
444444444444444444444
、往古者右
町附右沢ニ数ヶ所敷所御稼御座 故、右御潤助を以渡世相営、家数も相応ニ有之、人数多ニ相暮居候処、中古
ゟ
追年
御休山等ニ相成、一郷致衰微、渡世 離難儀ニ迫リ、外町へ立逃候もの多有之 漸当時家数三拾軒、人数百人余住居仕罷在、渡世営方無御座、先年
ゟ
度々御救等右町方
ゟ
願出、
其時々御手当被成下取凌罷在 別而八年以前未年、青柳・雲子間歩御再興被成下、一郷之者共産業 附難有奉存候、然処青柳之義者去々子年
ゟ
御稼方御見合二相成、雲子之儀
ハ引続御稼相立罷在候得共 未タ盛をも得不申、何となく渡世薄ニ罷成候故、追々下町之方ヘ離散いたし候者も有之、自然与一郷断絶可仕、依右町内之者共一同連印を以此末取続方之義市中一同江談判致呉候様相歎候ニ付、右沢之内江新切山二三ヶ所も御取立被成下、多分上相川之者 遣ひ被成下候様願出、依之新切山一ヶ所御取 ニ相成、来卯六月ゟ
為右御入用銭御払米壱石ニ付三拾六文宛御取立ニ相成ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
—
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史料一二四文化十三丙子年一
　
去ル申年
上相川町御救旁青柳雲子二ヶ間歩取明の義
4444444444444444444
相
伺青柳は早速取明雲子は手広の敷所にて捗取兼去亥十二月迄延長九百九拾間餘取明穿鑿いたし候餘一ヶ月鏈代壹貫五百目程出来立一ヶ年百九拾両餘御益も有之積りに付本途稼に申付惣間歩大工御改高貮萬人にては不足可致哉に付取調申上候積り牧野備前守殿へ伺候處当子年より来る辰年迄五ヶ年之間本途稼申付年季明の節尚又可相伺旨被仰渡
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二五文化十三年丙子年一
　
雲子間歩年限本途稼八月二日より始ル
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二六（文政二年）六月朔日、
上相川救之ため、市中
4444444444
ゟ
銭三万貫
4444
文御払米ニ割合出銭可致候間、右沢之内新切山御立、上相
44444444444444444444444444
川町之もの共御遣被下候様去寅四月市中
44
ゟ
願出候処
4444
、江戸
表江被仰立之上、此度上相川之内字小丸ト申所丹波沢与字改、右場所者大山祇上ハ方、当日釜ノ口結び有之、右掛り山方役柴野平兵衛・御目付役山下仁兵衛・其外せんさく掛り一統、山師大坂市郎右衛門・味方孫太夫・嶋川惣兵衛・下田利三郎 右下世話として上相川名主平四郎被仰付、右ニ付市中町役人一統右御場所江罷越
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一二七文政二己卯年一
　
雲子間歩去冬以来新規の鏈引取出出方連綿いたし候に
付褒置
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二八文政二己卯年一
　
上相川大山祇社脇澤下岡山より新切山一ヶ所取建ル右
444444444444444444444444
入用は市中より出す
444444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一二九文政三庚辰年一
　
雲子間歩御直山の儀并せんさく御入用の儀相場違ひ増
納銭御益の内五分通請取方外吹稼金銀御買上代本途大工貮萬五千人分請取方去ル子年相伺候處為御試同年より当辰年
迄五ヶ年の間伺の通被仰渡年限相立候に付引続是迄の通り被仰付右の内外吹稼御買上代三段有之揚柄山出から山御買上代は以来請取不申拾ひ石鏈御買上代の儀は本途薄鏈御買上代と銘目御改替の儀水野出羽守殿え相伺候處来巳より酉迄五ヶ年の間伺の通被仰渡ル
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一三〇文政四辛巳年一
　
上相川新切山を止甚五間歩源太郎間切え移す
44444444444444444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一三一（文政八年七月）籾摺立米並困窮人壱人江弐升八合宛、
極
4
困窮人壱人へ四升五合宛、味噌屋町より上中通り 相川迄
44444444444444444444444444
当日広恵倉ニおいて御渡有之
4
、下通り町々者同十一日於右
御場所御渡有之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一三二（文政九年七月）九日、左之者共当戌正月困窮ニ付、御救願差上置候処、被召出銘々江御救米於広恵倉被下之〔中略〕
上相川まさ
44444
、〆八人
　
壱人ニ付五斗宛
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一三三（天保六年八月）
上相川仲右衛門
4444444
、御救として米壱石・銭
弐貫文被下之十八日、上相川仲右衛門儀、昨夜病死いたし候旨届書差出ス廿二日、
上相川仲右衛門
4444444
厄介之者江、御救として銭拾貫文
被下之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一三四（天保六年十二月）廿五日、
上相川ふよ
44444
困窮御救願差出候
処、当日為御手当米五斗被下之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一三五（天保七年八月）十二日、
上相川仲右衛門
4444444
困窮ニ付、為御
救米壱石・銭壱貫文被下、同十七日夜同人病死之旨 翌十八日届書差出ス
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一三六
—
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（文化十三年八月）七日、
材木町助左衛門持所上相川田地
44444444444444
高弐反弐拾六分有之処、六月廿日頃
ゟ
虫附相見、其上此間
之長照故生立候稲穂出兼、一円用達不申、御収納米無心元候段訴出ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
Ｇ１
　
上相川の事件・事故
史料一三七（承応元年）辰二月十三日、
上相川鍛冶町次郎三郎
4444444444
小脇差
ニ而女房ヲ切殺ス
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一三八（承応元年）辰九月、
茶屋町ニ山稼致候五助ト云者
4444444444444
有、女
房おしやくト云、男子弐人有之、惣領年十歳、弟九つ、五助病気ニ罷成候間惣領ヲ出家ニシ在郷寺ニ遣、下人九兵衛ニ山稼為致候処、女房此者ニ申合五助 シ菰ニ包縁ノ下ニ入置病死之様ニ小僧方ヘ申遣、小僧来リ候ヘハ弟父者縁ノ 居候ト申候間、 見届早速御訴申上候処 御吟味之上女房髪剃り落シ馬に乗セ九兵衛ト両人御仕置被仰付候
（ 『佐渡国略記』上巻）
　
※同様の記述が『佐渡年代記』にあり
史料一三九（明暦三年）酉正月十八日、江戸大火事ニ付、
〔中略〕
此節
御城御金蔵焼失、金銀焼流、砂交り被成候間、北沢買石若狭源兵衛、同清兵衛 濁川勘兵衛、
上相川庄兵衛
444444
、右之金
銀流ニ掛、吹分ニ罷越候処、右之内悪敷儀有之、弐三人死罪ニ被仰付、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』上巻）
　
※同様の記述が『佐渡年代記』にあり
史料一四〇（宝暦八年）寅五月廿日、弐町目表町徳次郎、羽田村之内上相川御林
44444
ニ而横死、年四十三
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四一抜筋金御吟味 件近年相川町人之内、於内々買石共より筋金を買請、他国江致持参商ひ候儀達御聞 今般御吟味ニ付白状いたし、巳二月廿三日御仕置　　
獄門拾四人
一、卯九月朔日入牢、家財改御目付役　　　　　　　　　　　
上相川床屋町
444444
　
伊兵衛
444
一、卯九月朔日入牢、家財改御目付役　　　　　　　　　　　　　
同外記町
4444
　
権十郎
444
　　
〔中略〕
　　
引廻シ三人
一、辰七月六日入牢
　　　
上相川田町
44444
　
長八
44
　　　　　　　　　
〔中略〕
所払八人一、
　　　　　　　　
上相川伊兵衛忰
4444444
　
伊太郎
444
　　　　　　　　　　　
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四二（明和五年）子十月廿一日、
上相川子之助
444444
・四十物町伊左
衛門、各於山内落山ニ而死 伊左衛門年五十三
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四三（天明二年五月）廿一日、江戸水替与作・忠八外地水替四丁目留助・
上相川市三郎
444444
、此四人非人へ御渡被成候、此
もの共乗逃いたし候相談顕候ニ付 御吟味之上如斯被仰付、其節上相川武右衛門方へ寄居酒ヲのミ相談之所、武右衛門聞捨ニ致候由ニ付押込被仰付、六月十一日御免
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四四（天明三年六月）七日、抜筋金一件片付、 〔中略〕共ニハ上相川武右衛門忰武吉
4444444444
罷越
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四五（文化六年二月）
上相川大工留七
4444444
衣類四品、紙屋町大工吉
之助五品、炭屋町穿子石三品、当月晦日夜青盤建場ニ而被盗取候
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四六（文化十年三月）同十八日、元
上相川長左衛門貸家
444444444
、当時
六右衛門町つね宿借青盤大工八助酉三十歳、行衛不相知旨相届ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四七（文化十年九月）同廿三日、元
上相川八助
44444
、是迄尋被仰付
—
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有之処、不尋出ニ付、五人組長八・名主・中使急度御叱、八助者帳外被仰付候
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四八（文化十年）十一月二日、元
上相川当時六右衛門町つね宿
4444444444444
借八助
444
義、先達而逃去、度々尋被仰渡候得共見当り不申ニ
付、九月廿三日帳外被仰付候処、此節新穂村 而見当り候間、捕来候段届之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一四九（元文五年一月）同廿二日、
上相川買石与右衛門
444444444
、山吹銀
上納ニ付怪敷儀有之、買石商売被召上
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一五〇（文化十一年四月）十九日、当正 、市中名主・中使
ゟ
願
立候町年寄買請米拾石之儀、小前及シ方不行届不埒ニ付、名主弐拾人江過料三拾貫文、中使拾七人江過料拾貫文被仰付候、但味噌屋町名主・中使。上 京町名主・中使 諏訪町名主・
上相川中使
44444
、右四ヶ町ハ小前江申聞不念之筋無之
ニ付無構、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五一（文化十一年五月）十八日、雲子間歩大工
上相川かね夫松
4444444
兵衛
44
戌三十二歳、四月十日山元江罷越候躰ニ而家出いたし
山元江も相詰不申候ニ付、是迄所々相尋候得友、何分行衛相知不申段届之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五二（文化十一年十一月廿三日）同日、
上相川松兵衛
444444
、 是迄度々
尋被仰付候処、不尋出ニ付、松兵衛帳外、宿・町役人御叱
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五三（文政七年六月）廿二日、
上相川伊八
44444
宿道心順心・千本村
木挽嶋助両人共村々徘徊いたし、風聞不宜、召捕出ニ付、牢預ヶ被仰付
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五四（文政九年八月）十七日、雲子間歩荷之番
上相川新兵衛
444444
儀、
当月二日在方江用事之趣ニ而家出、妻りや義も同四日在中親族之方へ追善有之趣ニ而相越、其後両人共不罷帰ニ 、
在方江申遣候処、其頃杯不来趣故、是迄相尋候江共行衛不相知段、養母かや・親類同所三太次・町役人加印ニ而訴書出ス
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五五（文政九年八月）
上相川新兵衛
444444
・同人妻りや・下戸浜町勘
六質屋いと、三人とも三十日尋被仰付ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五六（文政九年十二月）五日、中山茶店ニ而盗賊いたし候江戸水替勘蔵・大坂水替亥之助之両人共牢内死罪、右勘蔵質使いたし候
上相川たの娘むめ
44444444
二十一歳鷲崎村江御渡ニ成ル、
〔中略〕
上相川たの儀勘蔵より借用銭三貫文并娘質使等いた
し候賃銭百文共御役所江可差出旨被仰付
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五七（文政十年）
上相川たの・むめ
44444444
去戌年鷲崎村預ヶ之処、当
日御免之上、名主立右衛門江御引渡ニ相成
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五八（天保五年二月）晦日、
上相川綱次郎
444444
儀、去十二月出奔い
たし候旨訴書差出ス
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一五九（天保五年）羽田町佐五郎・南沢代次郎・
上相川縄次郎
444444
、
右三人共六度目三十日尋相済候ニ付、帳外被仰付
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六〇（天保六年七月）十三日、
上相川畑百姓仲右衛門
4444444444
儀、年来
羽田村役目之者江被頼、上相川・上羽田村御林世話いたし来リ、昨十二日見廻リニ罷越候処、御林木伐採候者有之ニ付見咎候処、仲右衛門ニ取掛リ組伏、鉈ニ而左耳之上弐ヶ所切 逃去 旨届書差出、
〔中略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
Ｇ２
　
上相川の名主・中使
史料一六一（明和四年二月）同十七日、夷町八左衛門忰
源三郎、上相
444444
川名主武右衛門方へ名跡ニ指越
44444444444444
、潟上村本間右内妹ニ目合
—
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（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六二（明和八年）卯十月廿五日、
上相川名主武右衛門二代源三
4444444444444
郎
4
死去、是ハ夷町八左衛門実子、年廿七
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六三（安永三年十月）同十七日、三町目中使、塩屋町名主、 〔中略〕各是迄兼帯勤来リ候所、向後者一町切ニ町役人相定候由被仰付、併六右衛門町・次助町・諏訪町・間山四町・
上
4
相川
44
者是迄之通
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六四（天明二年十月）七日、
上相川名主武左（右カ）
4444444444
衛門
44
世話
煎名主被仰付、三町目吉左衛門跡役
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六五（文化十三年九月）十日、
上相川中使益蔵
4444444
儀、 雲子間歩帳附・
油番兼職被仰付候に付、町用難相勤退職願出ニ付以来ハ中使差止、名主相定可願出旨申渡ス
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六六（文化十三年九月）十四日、
上相川名主
44444
之儀、平四郎与申
者当子五十一歳ニ罷成実躰成者ニ付、町中一同連印願書差出、即被仰付候
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六七（文政二年一月）同日、
上相川番屋町
444444
之内、東側屋敷畑成
壱畝拾九分、平四郎所持の場所、去月十八日大雨之節水損いたし、其節訴出、当月九日見分、
〔後略〕（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六八（文政四年三月）廿九日、十ヶ年御定免切替ニ付、左之通相認、地方御役所江差出ス〔中略〕　　　　　　　　　
相川町惣代
　　
諏訪町名主
　
立右衛門
　　 　　　　　　　
庄右衛門名主
　
増右衛門
　　 　　
上相川名主
44444
　
平四郎
444
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一六九
町々
　
名主中使
往古ハ町々ニ名主モナク中使モナシ。家屋敷等売買ノ時町中ニテ証人ヲ立ツ。是ヲ月行事ト言フ。其後地子山崎雇役ノ公納始リ一、ニ町或ハ二、三町組合ニ中使ヲ定ム。其外町中ニテ重立タル町人ヲ其処ノ町年寄ト言フ。当時ノ町年寄ニハ異リ寛文四甲辰年六月十日町名主ヲ定ム。是ヨリ町名主中使ノ名アリ。山之神町
4444
　　
鍛冶町
444
　　　　
鍛冶沢
444
　　　
田町
44
弥左衛門町
44444
　
九郎左衛門町
444444
　
上床屋町
4444
　　
外記町
444
番屋町
444
　　　
本町
44
　　　　　
小右衛門町
44444
　
相川町
444
勺瓢町
444
　　
勺瓢裏
4444
　　　
奈良町
444
　　　
茶屋町
444
相川町名主伝右衛門
444444444
相川町中使伊兵衛
44444
〔後略〕
（ 『佐渡相川志』 ）
Ｇ３
　
その他
史料一七〇元和八戌年分諸運上覚
　
〔中略〕
 　
上相川・同（銀）百五
4444444444
貫八百五十三匁二分
444444444
　
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一七一（明暦二年）同六月、
上相川柄杓町
444444
ニテ茄子ノ木ニ弦出ル（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一七二（寛文十二年）子四月廿三日、山主大工町松木八郎右衛門・米屋町宗岡安右衛門・
上相川大村庄兵衛
44444444
相州小田原江罷越、
是者小田原
ゟ
五里山奥ニ銀山ヲ見立候得共其所ノ者不功者
故領主大久保加賀守様
ゟ
御奉行五郎兵衛様江御頼ニ付、右
三人被遣、道中少茂指支無之様ニ迚、加賀様
ゟ
路金等被下
候由
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一七三（寛文十二年）子四月六日、
上相川大村庄兵衛
44444444
麻五ツ時洗
場江参候処、同所買石与右衛門屋敷之杉木之上ニ鴟壱羽泊リ見る内に人ノ形に成立付ヲ着トきんヲ掛山伏ノ姿 成四方ヲ見廻シ愛宕山 方ヘ飛行ス、庄兵衛馳行
ゟ
前、右之外
愛宕山ノ事延宝四辰年ノ賦ニ記ス
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一七四
—
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（天和元年）御上使御渡海之事
　〔中略〕五日
上相川
444
ゟ
相川
44
江御入
444
、 〔中略〕○用人
　
宮下弥太夫
　
町奉行
　
内藤兵衛
門・藤浪太郎左衛門・山師・買石
　
右ハ五月五日上相川戈
（才？）神迄出迎
　
○諸役人
　
右ハ五月五日上相川御米蔵
前江出迎
（ 『佐渡国略記』上巻）
　
※同様の記述が『佐渡年代記』にあり
史料一七五寛永十二乙亥年一
　
二月廿九日三鬼猪兵衛海老名九右衛門か出せし相川地
子銀高を記せし書物に家数千五百五拾六軒とあり是本家計りを記して借家小屋等は除きし故と見ゆれとも慶長元和の頃よ 代大に衰えしと見えたり
　
但相川の内を引分け地子
銀を取立たる事かも志れす
（ 『佐渡年代記』上巻）
史料一七六（寛政二年九月）廿五日、諏訪町立右衛門・上
相川与十郎
44444
、
右両人銀山御入用諸品買入方御請負申上、前拝借六拾五貫文借請候ニ付、両人所持之家屋敷質物ニ差 代銭八拾貫文、見分御目付役西川鉄三郎様・小頭中川和久右衛門・我等罷越
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一七七（寛政四年）八月十四日、
上相川徳兵衛屋敷之内ニ、石脂
44444444444444
有之由ニ付見分
4444444
、山方役柿浪市之丞・小頭山本徳左衛門・
町年寄岩佐丈左衛門・山師秋田権之助・村上善十郎　
表口六間・後拾壱間半
　
主徳兵衛
　
内三間ニ十壱間半分ヶ
　
作兵衛
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一七八寛政四壬子年一
　
上相川徳兵衛と云ふもの屋敷の内に石脂有之を見出す
444444444444444444444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一七九（寛政七年四月）廿九日、
上相川床屋町作兵衛・徳兵衛地
44444444444444
所裏通リ沢合之所石脂有之ニ付御見分
44444444444444444
、山方役柿浪市之丞
様御出ニ付、小頭山本徳左衛門殿・我等立合、石脂穿取被遊候得者、立合之程も難相知御座候ニ付、右両人之ものへ御代地被下 其上引越をも被下置候様書付さ差出候ニ付、御糺之上相川ニ而武右衛門持町屋敷と畑成之処と両所地代
武右衛門へ被下候得者引替可申由、此代銭五貫文引越料弐拾貫文被下候様書付差上ル
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一八〇石脂
　
方言いしわた
　
赤石脂雑太郡相川の東
上相川といふところより出るもの
444444444444444
桃花色及ひ黄白の石脂も交れり
〔後略〕
（ 『佐渡志』巻之十五）
　
※
 石脂＝硬質の粘土。様々な色があり、五色石脂とも呼ばれ、漢方薬（止瀉薬）として用いられた。
史料一八一（寛政八年二月）廿日、
上相川かぢ町くめ
44444444
立家破損ニ付、
去冬
ゟ
相川江出、相合住ニ居候処、同忰吉之助中尾間歩荷
揚致候ニ付、右明家見廻リ候所、叺包入置有之、 〔中略〕御役所へ指上ル 之品山ノ内（欠）盗まれ候由、盗賊ハ大工町附木留と申大工ノ由、廿九日御吟味之上追込水替被仰付候
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一八二（寛政八年三月）
上相川床屋町作兵衛・徳兵衛屋敷尻石脂
444444444444444444
有之場所、長九間横三間御買上ヶ被仰付
444444444444444444
、地代銭五貫文被
下、地方御役所ニ而御渡被成、右地所御見分山方役井口吉左衛門御出被成、仲間より藤沢罷越縄引致候処、両人持分表口六間之外三間ハ徳兵衛持分屋敷畑 之尻ニテ、余間少々在之ニ付、絵図認、翌廿五日和太夫様へ藤沢申上候処、縄余リ之所は可有 筈ニ候間、聞届候由被仰付候 尤右地所ニ付御用地ニ差上候段、名主・中使請印御取、町年寄も奥印差上ル
（ 『佐渡国略記』 ）
史料一八三寛政八丙辰年一
　
上相川屋敷の内に石脂有之場所買上になる
4444444444444444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一八四（寛政八年）青盤敷役人八人不埒之筋有之取放シニナル、甚五元敷役人之内八人右替リ帰投ス、 〔中略〕
上相川伊太
44444
郎
4
・庄右衛門町徳十郎・五郎左衛門町幸右衛門・米屋町喜
右衛門・四十物町三十郎・上京町三左衛門・中京町喜久右衛門・
上相川茂左衛門
4444444
、〆八人帰投
（ 『佐渡国略記』下巻）
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史料一八五文化七庚午年一
　
河原田町名主
〔中略〕
上相川寡女まさ養母へ孝行に付
44444444444444
是又鳥目を遣す
4444444
（ 『佐渡年代記』中巻）
史料一八六天保十一庚子年一
　
上相川町熊次郎孝心奇特之趣相聞るに付鳥目を為取
44444444444444444444444
（ 『佐渡年代記』下巻）
史料一八七（享保十七年九月）同廿二日、相川質屋之内
上相川惣兵衛
444444
・
庄右衛門町治左衛門・大工町権八・四十物町四兵衛・石扣町勘兵衛・弐 目治兵衛 合六人者当正月廿七日より町々質屋ニ而質物ニ取候脇差類書付可差出由被仰付
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一八八（元文四年二月）同七日、
上相川長三郎
444444
死去、年五十七
　
此者大野村根本寺。竹田村妙宣寺 一ノ谷妙照寺各永地之田地ヲ相納申候、其上相川弐拾ヶ寺之寺院江も去巳年より壱ヶ寺へ米壱俵宛毎年相納、追而ハ田地ヲ寄附可致由
（ 『佐渡国略記』上巻）
史料一八九（安永二年十月）同廿九日、
上相川与十郎
444444
死去、年六十三
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九〇（天明三年八月）廿三日、 相川町々新規ニ御組分相成、 町々役人不残被召出、町方懸リ・広間役立会被仰付、組分左之通　　　　　　　　　　
〔中略〕
　　
上相川十六丁
444444
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九一（天明六年三月）廿七日、相川町々宗門改有之、 〔中略〕南沢
ゟ
大工町通り・
上相川
444
迄御目付役井上権右衛門・町年
寄岩佐七郎兵衛相改、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九二（天明七年三月）廿五日、 町々宗門改、 南沢より大工町通リ・間山・
上相川
444
迄御目付役山本七太夫・村田七左衛門、
　〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九三（天明八年三月）廿日、町々宗門改、上弐組、下四組　　　　　　　　　　
〔中略〕
　
御目付役
　　
堀内台助
　　　　
南沢
　　
藤沢清右衛門
　
大工町
　　 　　　　　
次助町
　　 　　
諏訪町
　　 　　 　
庄右衛門
　　 　　 　
清右衛門町
　　 　　 　
嘉左衛門町
　　 　　 　
宗徳町
　　 　　 　
上相川
444
　　
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九四（天明九年三月）廿四日、宗門改、
〔中略〕
南沢
より
大工町
通リ間山・
上相川
444
迄中川・藤沢、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九五（文化五年）辰正月相川町方江被仰出候御書付露西亜船蝦夷地嶋々江来り狼藉ニおよび候ニ付、向後何れ之浦方ニ而も露西亜船と見積候ハハ厳重ニ打払、
〔中略〕
右人足四百人割付方ハ、去卯年町々宗門男人数三千八百拾六人ニ割、左之通手配致置一、高四百人〔中略〕
五人上相川
44444
、
一、非常為御備竹鑓百五拾本市中ニ而仕立 人足百五拾人手配り致置、万一異国船渡来 節ハ浜 三御番所江五拾人ツツ為相詰候様被仰付 右 足 付方左之通り〔中略〕
弐人上相川
44444
、〆五拾人海府御番所詰
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九六（文化七年）
上相川かね養娘まさ
444444444
義、かね姪ニ有之処、幼
年より養娘ニ相成、倶々相稼、極老之養母を相労リ何事も心を不背、諸事孝行致段奇特ニ付 為御褒美鳥目五貫文被下置候右御奉行被仰渡候
—
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（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九七（文化十年十一月）同廿一日、町医師松岡友粛義、旧来家伝之紫金丹売払候処、当年元祖二百年忌正当ニ付、為冥加大工町より
上相川
444
銀山内迄之内銀山稼之ものへ紫金丹八百
包、其外在方医師手遠之村方江茂夫々施薬いたし度段届書差出、即被御聞置候、但在々江者九百包出ス
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九八（文化十二年八月）廿日、青盤敷役人頭南沢理兵衛儀、 〔中略〕
上相川
444
吉太両人ハ穿鑿雇穿子遣被仰付候
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料一九九（文化十三年八月）廿二日、雲子間歩御直山ニ相成候ニ付、帳附油番兼帯
上相川益蔵
44444
、
〔中略〕
小遣
上相川栄吉
44444
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料二〇〇（文化十三年）青盤間歩山留
上相川丹次郎
444444
被仰付
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料二〇一（文政六年七月）廿一日、
上相川長左衛門
4444444
儀、青盤間歩山
留頭被仰付候ニ付、外並之通町役壱軒分御免被仰付候旨、益田丹右衛門殿
ゟ
御相談有之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料二〇二（文政七年八月）十一日、御奉行泉本正助様帯刀坂新道御見分、
〔中略〕
雲子越より
上相川茶屋坂通リ諏訪町万行寺脇
444444444444444
道へ御懸リ
44444
、
〔後略〕
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料二〇三（文政七年十二月）九日、 御林朶木、 羽田町
ゟ
北下通リ不残、
大工町・間山・
上相川
444
、右町々小前之者共、於
上相川御林
44444
被下之
444
、地方
ゟ
蔵田太中出役有之
（ 『佐渡国略記』下巻）
史料二〇四（文政八年）三月二日、諸色直段之儀ニ付御書付を以被仰出、町々ヲ四組ニ引分ヶ、町年寄壱人ニ町役人之内并重立ヲも差加へ下懸り申付、一 月分宛四組分帳面ニ相認メ可差出旨、才右衛門殿より被申渡候ニ付
〔中略〕
　
下京町
　
八百屋町
　
会津町
　
中京町
　
上京町
　
左門町
　
大床屋町
　
新五郎町
　
六右衛門町
　
南沢
　
大工町
　
諏訪町
　
次助町
　
庄右衛門町
　
清右衛門町
　
嘉左衛門
　
五郎右衛門町
　
惣徳町
　
上相川
444
右町々藤沢虎之助・新五郎町名主久兵衛・嘉左衛門町名主増右衛門・新五郎町甫助・下京 与右衛門・大工町李十郎・諏訪町立平
（ 『佐渡国略記』下巻）
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第 6 図　上相川町域範囲図（上相川地形図［佐渡市教育委員会 2007］に明治 21年の「相川町字図」を合成）
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